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ヤールズ ・ディケンズの長編 「二都物語」 は， ２００年前のフランス革命の時チ

代のことを扱ったものであるが，著者はあたかも我々の時代を描いているか

のようである。 この物語の背景についてディケンズはこう語 る。

「それは最 も良い時代であり最 も悪い時代であり，賢者の時代であり愚者の時代で

あり，信心の時代であり懐疑心の時代であり，光明の季節であり暗黒の季 節 で あ

り，希望にふ くらむ春であり絶望の冬であり，我々の前にはすべてのものがありす

べてのものがな く，我々すべてが天国を目指 して進み我々すべてが別の道を歩んで

いる……」

我々のこの対照的な世の中においては，利益が増せばそれにつれて危険も大きく

なる場合が多い。それはまるで恵みを受ける代価として困難が存在するかのようで

ある。おそらくこれからの１２か月は，この世が未だかって経験 したことのない重大

な時期となるであろう。この来たるべき年の出生数はこれまでのどの年よりも多 く

な り，新発明もこれまでの最高の数 となるであろう。我々はさらに多 くの新 しい事

柄を知 り，より多 くの物質的な慰めを受けるであろう。 これか らの１２か月に，未だ

かってないほど多 くの人々が大学に進学 し，キ リス トの教会に加わるであろう。一

方，以前にないほど多 くの人々が死亡 し，困難にあい，罪を犯 し．麻薬 や酒 を 飲

み，罪にふけり，人間の魂を破懐する暴動を擁護 し，自らの手で地獄へ送 り込むの

である。

我々は，各自その受継ぎか ら離れるべきではない。我々の受継 ぎを知 り，生活の

中で常にそれを新たにする時，そこにはすべてがあるそ して確かに我々は，自分が

神の子であることを主張 しながら，ひね くれ者や弱虫，ひきよう者や罪人のように

ふるまい，世を渡るべきではない。大いなる良き働きにより，我々はこの年を最 も

すばらしい年にし， この世にとって最良の時代とすることができるのである。また

我 々は，神への信心の時代，光明の時代，理性の時代，義の時代へ人々を迎え入れ

地の上では，み心にかなう人々に福千年の平和をもたらす手助けをすることができ

るのである。

最も重要な知識
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９ 月 の こ よ み

１ 日 １９０１年 ヒー バ ー ・Ｊ ・グ ラン ト

大 管 長 に よ り 日本 の地 にて 伝 道 開

始 さ る。

４ 日 １９３２年 タ バ ナ クル聖 歌 隊 の ラジ

オ放 送 始 ま る。 （Ｋ Ｓ Ｌ）

７ 日 ユ９５８年 デ ビ ド ・０ ・マ ッケ イ大

管長 に よ り， ロ ン ドン神 殿 献 堂 さ

る。

８日 １８７３年 第 ９代 目大 管長 デ ビ ド ・

０ ・マ ッケ イ生 ま る。

１１日 ユ９５５年 デ ビ ド ・０ ・マ ッケ イ大

管 長 に よ り ス イス 神 殿献 堂 さる。

１３日 １８９８年 ロ レンゾ ・ス ノー教 会 の

第 ５代 目大 管 長 と して支 持 さ る。

１７日 １８８４年 ジ ョン ・テ イ ラー 大 管 長

に よ りロー ガ ン神 殿 献 堂 さ る。

２１日 １８２３年 天 使 モ ロ ナ イ示 現 で ジ ョ

セ ブ ・ス ミス に現 わ る。

２２日 １８２７年 ジ ョセ ブ ・ス ミス， クモ

ラの丘 で神 聖 な記 録 を受 け取 る。

２３日 １９４５年 ジ ョー ジ ・アル ベ ー ト ・

ス ミス大 管 長 に よ り， ア イ ダ ホ ・

フ ォー ル ズ神 殿 献 堂 さ る。

今月の表紙

今月号 は 「教会 におけ る教育 」の特集

号 である。表紙の写真は世界各地で行 な

わ れて いる末 日聖徒の学習活動を一部 紹

介 したものである。
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予 言 者 の こ と ば

最 も 重 要 な 知 識

大管長 ジ ョセ ブ ・フ ィー ル デ ィ ン グ ．・ス ミス

べての人は毎 日何か新 しいことを学 ん で い

す
る。あなた方は一人残 らず，多 くの分野につ

いて好奇心 と真理を探求する心を持っている。私は

あなた方のすぐれた探求が霊的な事物の領域内にお

いて行なわれることを切に望む ものである。なぜな

ら我々がそこにおいて救いを得，天父の王国におけ

る永遠の生命へと至 る進歩をなすことができるか ら

である。

この世で最 も重要な知識は福音の知識である。そ

れは神と神の律法の知識であり，人が主のみ前で自

らの救いを達成するために恐れおののいてなさねば
ま 　

な らな い 事柄 を我 々 に教 え て くれ る もの で あ る。 我

々 に与 え られ た啓 示 の一 つ に， ． し 々 ∫ ：ス
ゆ イ 　

が ハ 滞” こように栄光を

受けたいと望むならば， ’々 ミ 礼拝す

一 と教えてい
る。 （教義と聖約９３：１９－２０参照）

も ・一
ナーた に神がいかなる性質を私の望むところは

！
ヒ

誼 ちた うか・またいかなる体を有 したお方で

か を 思 い 起 こ し ・ 濯 こ “ 。 ’

と に よ り ， だ た 一
／

し， 神 の福 立 らゆる祝福を受けることができる

であ一ろ与。

我々は神が啓示によってのみ知 られ得るものであ

ることを知っている。従 って神は続けて啓示を与え

てお られるか，または永遠に知 られずにいるかどち

らかである。もし神に関する真理を学びたいと思 う

な らば，科学者や哲学者ではな く事実中空を飛ぶ天

使による福音の回復 についてのヨハネの偉大な予言

は，人が真の神の知識を受けるにふさわしい状態 と

なり，それが人々の間に教えられるよう回復が起こ

ることを述べている。 「神をおそれ，神に栄光を帰

せよ。神のさばきの時がきたからである。天 と地 と

海 と水の源とを造 られたかたを，伏 し拝め」 （黙示

１４：７）換言すれば，この神権時代にあって福音の

回復を始めるにあたり，人は世に広まっている神へ

の誤った概念を受け入れず，創造主に対 して礼拝 し

仕えるよう求められるのである。

２４５



主 の 予言 者 は あ らゆ る時代 に お い て誤 っ た教 え と

戦 い， 神 に つ い ての 真 理 を 宣 言 す るよ う求 め られ て

き た。 古 代 イ ス ラ エル に は偶 像 や 異 教 の 神 を 礼拝 す

る人 々 が い たが その 人 々 に イザ ヤ は次 の よ う に問 い

か け て い る。 「それ で ， あな たが た は神 を だ れ と く

らべ， ど ん な像 と比 較 しよ うとす るの か」

「あ な た は知 らな か
っ たか ， あ な た は聞 か な か っ

た か， 主 は と こ しえ の神 ， 地 の果 の創 造 者 で あ って

弱 る こ とな く， ま た疲 れ る こ とな く， その 知 恵 は は

か りが た い 。」 （イ ザ ヤ４０：１８，２８）

今 日，世 の 多 くの人 々 は神 に つ い て の こ の知 識 を

持 た ず ，末 日の イ ス ラエ ル に お い て さ え永 遠 の 父 な

る神 で あ る栄 光 あ るお方 に つ い て完 全 に理 解 して い

ない 人 々 が い るの で あ る。 この知 識 を持 た な い人 々

に対 して ， 我 々は この よ うに言 う こ とが で き よ う。

「な ぜ あな た が た は 神 の栄 光 に制 限 を つ け るの か
。

ま た なぜ 神 が 実 際 そ うで あ られ るよ り も低 く考 え る

のか 。 あ なた は知 らな か った か ， あ な た は 聞 か な か

っ たか 、，主 は と こ しえ の 神 ， 地 の 果 の創 造者 で あ っ

て限 りな くか つ 永 遠 で あ る。 そ して神 は す べ て の 力

と能 力 と， 支 配 力 とを 持 ち， す べ て を 知 りあ らゆ る

事 物 は主 のみ 前 に存 在 す る ので あ る 。」

予 言 者 ジ ョセ フ ・ス ミス に この 神 権 時 代 にお い て

教 会 を再 び組 織 す る よ う命 じて い る教 義 と聖 約 第２０

章 の 中 に， 我 々 は啓 示 され た根 本 的 な 救 い の 教 義 の

い くつ か を見 るの で あ る。 神 につ い て そ の啓 示 は次

の よ うに語 って い る。

「・ ・神 天 に在 ま す こ とを
。 こ の神 は限 りな く且 つ

永遠 に して ， と こ しえ よ り と こ しえ に至 り変 る こ と

な き同 じ神 に して ，天 と地 とそ の中 に あ るす べ て の

もの を仕 組 み た ま い し者 な り。」 （教 義 と聖 約 ２０：

１７）

ま た ９３章 で は， キ リス トは死 すべ き 肉体 を有 して

い た 時 に は天 父 の 完 きを 受 け ず， 恩 恵 に恩 恵 を加 え

られ ， 復 活 の 後 に天 と地 双 方 に お け るす べ て の力 を

受 けた こ とを 教 え て い る。 そ して この啓 示 は， 天 父

が キ リス トよ り以 前 に受 け た も うた ご と く， キ リス

トも 「完 き真 理 … …す な わ ち，完 全 に して あ らゆ る

真 理 を受 け」 （教 義 と聖 約 ９３：２６） た も うた こ とを

語 って い る。 また この 啓 示 は，戒 め を守 る人 は， 真

理 の栄 光 を受 けて あ らゆ る事 を 知 るよ うに な るま で

にす べ て 真 理 と光 明 とを 受 け る とい う教 義 を宣 言 し

た ので あ る。

神 は我 々の 天 父 で あ り， 我 々 の体 は神 の か た ち に

２４６

、

創 造 され た。 神 は， 人 間 の有 す る肉 体 と同 じ く触 知

し得 る骨 肉 の体 を有 した ま い， （教 義 と聖 約 １３０：

２２） 文字 通 り人格 を有 した も う全 人 類 の霊 の父 な の

で あ る。 神 は 全知 全 能 で あ り， あ らゆ る力 と知 恵 と

を 有 した ま い ， そ の完 全 さ は， あ らゆ る知 識 ， 信 仰

あ るい は能 力 ， 正義 ， 裁 き ， あ われ み， 真 理 ， さ ら

に あ らゆ る神 と して の属 性 を有 した も う こ と に あ

る。 これ は予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス が 「信 仰 篇 と題

す る講 話 」１ の中 で説 い た もので あ る。 ま た ジ ョセ

フ ・ス ミス は， も し永 遠 の生 命 を受 け， そ れ に よ り

完 全 な信 仰 を 得 た い と望 む な らば， 我 々 は神 が これ

らの完 全 な性 格 ， 属性 を有 した お方 で あ る こ とを信

じな けれ ばな らな い と説 い た。 私 も同 じよ うに 申 し

上 げ たい 。神 は限 りな くか つ 永 遠 の お方 で あ り， 変

わ る こ と な く， と こ しえ よ りと こ しえに ， つ ま り永

遠 よ り永 遠 に わ た って 完 全 な る能 力 と属 性 とを有 し

た も うお方 で あ る と。

私 は神 と神 の律 法 の知識 が 我 々の 時 代 に回 復 され

た こ とに対 して， ま た神 が ， あ る宗 派 が 言 った よ う

に 「宇 宙 の霧 の よ うに浮 か んで い る法 の 集 積 した も

の」 で は な く， 人 格 を有 した お方 で あ る こ とを教 会

員 が知 って い る こ とに つ い て感 謝 す る。 また 神 が 天

の 父 で あ り， 我 々 の霊 の父 で あ り， 我 々 に律 法 を お

与 え にな り，我 々 が神 と同 じよ うに な る まで それ に

沿 って進 歩 し向上 す る こ とが で き る こ と を 感 謝 す

る。 ま た ，神 が す べ て の こ とを知 り， す べ て の能 力 ，、

震よ宏譜雪灘纂 讐芝難 量濠
く， その 王 国 を 増 大 ・せ ・ ・ とに あ ・・ 限 りの な い １

か つ 永 遠 のお 方 で あ る とい う知識 を与 え られ て い る ・

こ と を感 謝 す る。 これ もま た予 言 者 ジ ョセ フ ・ス ミ

スが 説 い た こ とで あ る。

私 は永 遠 の福 音 の真 理 に対 して 証 す る。 私 は， こ

の末 の 日 に神 が 語 りか け られ た こ と， ま た終 りの 時

に再 び こ の地 上 に ご 自身 の 王 国 を 建 て られ た こ と，

そ して神 の あ ら ゆ る 目的 が 広 め られ る こ とを確 か に

知 っ て い る。

我 々が 真 理 ， 特 に霊 的 な真理 を 求 め る時 に ，主 が

一 人 一 人 を祝 福 し， 繁 栄 させ ん こ とを祈 る もの で あ

る。

１． 予 言者 の 塾 で ジ ョセ ブ ・ス ミ スが 語 った ７つ の 講話 。

（１９２１年 まで 教 義 と聖 約 に含 まれ て い た 。）



教 育 ε 教 会
Ｍ ・ダ ラ ス ・バ ー ネ ッ ト

副編 集長

枚のつづれ錦の中に織 り込まれ１

ている金色の織り糸のように，

１８３０年にこの教会が回復された。その

時以来，公式の教育は，末日聖徒イエ

ス ・キリス ト教会の中に織 り込まれて

きている。

最初の教会の学校は，１８３３年オハイ

オ州 カートランドで設立 された予言者

の塾である。また１８４０年にはイリノイ

州議会からノーヴーの市立大学の許可

書が与えられた。その後デゼレト大学

が！８５０年に荒れはてたソル トレークの

盆地において開校された。それは聖徒

たちが着いてから丁度 ３年後のことで

あった。以上は教会の組織 された当初

の２５年間に教会によって創設 された，

３つの正式な学校である。

今日の教会の教育制度は，世界の至

る所における末日聖徒の増大に事実そ

の端を発 している。宗教団体による教

育は，世界的な批評を受ける制度の筆

頭に位置す るものであるにもかかわら

ず，世界の各地で教会による一般教育

も発展させ得 るというたしかに実際的

な可能性もあるのである。

末日聖徒の若者に対する宗教教育は

（中，高等学校での）セ ミナリー，ま

た （大学での）インスティチュー トと

いう形をとっている。教会の一般教育

の プ ロ グ ラ ムに は， 小学 校 ， 中 学 校 ，

高 等 学 校 ， 実務 学 校 ，短 期 大 学 ， ４年

制 の大 学 が 含 ま れ る。宗 教 教 育 は これ

らお の おの の学 校 にお い て 教 課過 程 の

一 部 に な って い る。

過 去 ２０年 間 に学 生 数 と施 設 は著 し く

増 大 した。 しか し教 会 が 現 代 の教 育 に

具 体 的 に力 を入 れ始 め た の は， 教 会 教

育 委 員 会事 務 局 が再 建 さ れ た過 去 １年

以 内 の こ とで あ る。 そ の管 理 上 の変 更

に よ って教 会員 全員 に 中央 を頭 と して

教 育 が もた ら され ， ま た す で に さま ざ

ま な プ ロ グ ラ ム に特 別 の焦 点 と方 向 が

与 え られ て きた 。

ニ ール ・Ａ ・マ ックス ウ ェル は 教 会

教 育 委 員 長 と して働 い て い る。彼 は ３

人 の委 員 ， す な わ ち セ ミナ リー と イ ン

ス テ ィチ ュ ー トで ジ ョー、・Ｊ ・ク リス

チ ャ ンセ ン， 大 学 と学 校 で ケ ネ ス ・Ｈ ・

ビー ス レー， 財 政 と実 務 で デ ー ・Ｆ ・

ア ンダ ー ソ ンの補 佐 を受 け て い る。

教 会 の教 育 制 度 に お い て進 展 して い

る教育 観 を理 解 す るた め に， プ ログ ラ

ムの範 囲 や領 域 を知 る こ とは有 益 な こ

とで あろ う。今 年度 （１９７０－ ７１年 ） ，

教 会 で は メキ シ コ， チ リ， ニ ュ ー ジ ー

ラ ン ド， トンガ ， タ ヒチ ，西 サ モ ア，

フ ィジ ー， 米領 サ モ アに お い て５８の小

学 校 と中 学 校 ， ７つ の 高等 学 校 を運 営

して い る。

これ らの 学校 に は ， １３，２２０名 の学 生

が 登録 され た。 ま た ， ペ ル ー とボ リ ビ

ア にお け る新設 校 の運 営 を含 め て ，来

年 度 の学 生 数 は１７，０００名 を上 回 る予 定

で あ る。

高 等 教 育 の分 野 に おい て ， 教 会 は ４

つ の大 学 を もっ て い る。 す な わ ち， ユ

タ州 プ ロボ に あ る学 生 数 ２５，０００名 の ブ

リガ ム ・ヤ ング大 学 ， ライ エ に あ る学

生 数 １，３００名 の ハ ワイ ・チ ャー チ ・カ

レ ッジ， アイ ダホ州 レ ッ クス バ ー グ に

あ る学 生数 ５，１００名 の リッ クス ・カ レ

ッジ （短 期 大 学 ） ， お よ び ソル トレ ー

クに あ る学 生 数 約 ８００名 の ＬＤ Ｓ ビジ

ネ ス ・カ レ ッジが それ で あ る。

教 会 教 育 にお け る最 大 の 力 は ， 少 な

く と も数 にお いて ， セ ミナ リー とイ ン

ス テ ィチ ュ ー トの プ ロ グ ラ ム に あ る。

そ こに は １７６，０００名 の 学 生 が 登 録 され

て い る。 丁 度 １０年 前 の １９６０－ ６１年 度 に

は， ６７，６７１名 の学 生 が 登 録 さ れ て い

た。

教 会員 に教 育 の機 会 を提 供 す るた め

に教 会 で は ３つ の大 切 な事 柄 を考 慮 し

て い る。

大 切 さの順 は考 えず に， これ らの う

ちの 一 つ は，教 会 の す べ て の子 供 の た

めの 適 切 な 公 共学 校教 育 に 関す る もの
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である。マックスウェル委員長は，読

み書 きの能力は福音にとって必要なも

のであり，基礎的教育なしには個人は

福音を学ぶにあたって，不利な地位に

立たされると語っている。

幸いにも教会員のほとんどは，公立

の学校が基礎教育を与えている地域に

住んでいる。 しか しながら，公立の学

校が不十分な地域に末日聖徒が集中し

ている場合，あるいは若者たちに適当

な訓練を提供できないような特別な状

況下にある地域に，教会は小学校やあ

る場合には中学校を設置することを考

えている。

２番目の主な点は，末 日聖徒の若者

の高等学校後の訓練である。教会はこ

の点に関 して偉大な役割を果たしてき

た。特 にブ リガム ・ヤシグ大学は世界

の主要な大学の １つにまで発展 したの

である。同時に，教会のすべての会員

に大学での訓練を与えることのできる

道はないということが認められた。

「現在世界の大学には ２００，０００名以

上の教会員がおり，また現在の教会の

施設は約３２，０００の学生に しか提供でき

ない」 とマックスウェル委員長は述べ

ている。彼はまた，この年代の人々は

教会において急速に成長 している人々

であると付 け加えている。

「私たちは教会員がいるすべての地

２４８

醒 ７
．．’ 歯 ．

》望羅

愛
、

１博 ｝ 副

詫㌔

冷さ
／

¶０ 、》＼ゼ

箪 壽 曽

悔 躍
ｏ ◎ ・，

域 に教 会 の 大 学 を設 け る こ とは で き な

い。 そ れ は実 に不可 能 な 事 で あ る。 こ

れ は ， １９７０年 １月 に大 管 長 会 が セ ミナ

リー とイ ンス テ ィチ ュ ー トの プ ログ ラ

ムを確 立 す る た め に， で き る だ け早 く

か つ 合理 的 に活 動 す る よ う私 た ち を促

した理 由 の １つ で あ る。 こ れ に よ っ

て， 宗 教 教 育 が 与 え られ 世 界 中 の 私 た

ち の高 校 生 や 大 学生 が 力 づ け られ るで

あ ろ う 。」

これ によ って 第 ３番 目の点 が導 き出

され る。 す な わ ち，宗 教 教 育 が そ れ で

あ る。 教 会 の 管理 幹 部 に よ っ て指 示 さ

れ た よ うに ， この点 に 関 す る方 針 と し

て ， 「私 た ちの家 庭 ，伝 道 部 ， ス テ ー

キ部 を 支持 す るた め に， 可 能 な限 りい

つ で も教 会 員 が 出席 を続 け ら れ る よ

う」 セ ミナ リー とイ ンス テ ィチ ュ ー ト

の プ ログ ラ ムを広 め るべ き で あ る。

そ の他 の教 育 面 の発 達 と関 心 を減 ず

る こ とな く， セ ミナ リー とイ ンス テ ィ

チ ュ ー トは ，世 界 中 の教 会 員 の生 活 に

影 響 を及 ぼ して大 き な成 果 を あげ て い

る。 ，

家庭 学 習 セ ミナ リー の試 み が 合 衆 国

の 中西 部 とテ ユ ーイ ング ラ ン ドで 行 な

わ れ て きた。 そ して これ は非 常 な成 功

を お さめ た の で ， 同 じよ うな プ ログ ラ

ムが英 国 や ヨ ー ロ ッパ， ラテ ンア メ リ

カ，極 東 で進 め られ る予 定 で あ る。 こ

の こ とは結 局， 高 校 生 の年 令 の世 界 中

の 末 日聖 徒 が週 日の正 式 な宗 教 的 訓 練

の 機 会 を得 られ るよ うに な る こと を示

８

５

している。

家庭学習プログラムによって，各個

人はレッスン資料を受け， ワー ド部ま

たは支部から召された教師 と共に週に

１度集会をもち，また地方部，ステー

キ部，地区単位で月に １度 集 会 を も

つ。後述の集会はセ ミナリーの組織で

雇用 されるフルタイム指導主事によっ

て指導され，若者たちを動機づけ，他

のセ ミナリーの学生と親 しく交わらせ

るように計画されている。さらに，奉

仕で働 くワー ド部と支部の教師は指示

と援助 とが与えられる。

末 日聖徒が高等学校後の教育に注意

を向けるとき，その人はあるむずか し

い選択に直面する。まず最初に，自分

の興味 と必要性に最 もよく合った教育

に関心を払わなければならない。教育

関係者を含めて教会の指導者は，大学

の教育が必ずしも備えをする最善のあ

るいは唯一の方法ではないことを認識

するよう両親 と若人の双方に勧めてい

る。

しか し大学を目ざしている若人にと

っては，期間だけでなく，場所が危急
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の問題になっているのである。教会で

は，強要はしないが，カレッジのはじ

めの２年間はできるだけ家庭の近 くの

学園で送るよう勧めている。先に述べ

たように，教会の大学では出席を望む

すべての人々のための余地はない。こ

のことが，教会が末日聖徒の大学生の

集中 しているところにはどこでもイン

スティチュー トのプログラムを提供 し

ようと努力 している理由なのである。

マックスウェル委員長が，この特別

な問題について考えているように，救

い主の訓令は，彼 らを世から取 り去る

ことではな く，彼 らを悪 しき者から守

って下さることであった。 （ヨハネ１７

：１５参照）福音の中にある望みは，人

々が世に抗するのを助ける こ とで あ

り，また多 くの学生にとって，充実 し

たインスティチュー トのプログラムを

通 じて学ぶ一般教育は世に抗する備え

として健全な道 となるであろう。

「全教会教育プログラムは，教会員

の実際の必要を満たすたき６に設定され

た指針に従 って発展するであろう」 と

彼は指摘 している。

彼は宗教教育のプログラムの中にあ

る根本的な教理の心髄と諸概念の不変

性により大きな信頼をよせている。 し

か し同時に，このプログラムは，世界

中の人々の文化的必要を満たすために

国際化されるであろう。

事実，マックスウェル委員長は，教

会の教育を世界の至る所 に住む教会の

指導者の進歩と養成のための，重要な

一手段と考えているのである。 「私た

ちはまず指導者を見出 し，次いで彼 ら

のために高等教育を行なう道を開 く必

要がある。それは自分の国で行なわれ

て も，教会の大学の一つで行なわれて

もいずれでもよい。」

マックスウェル委員長 とその委員が

教育制度について心 に描いている目標

の中に，教授の交換がある。 「もし世

界のある地域であるプログラムに従事

している非常にす ぐれた，霊感あふる

る教師が，生徒たちを強めるためにあ

る期間他の地域 に移 って他のプログラ

ムに従事することができれば，生徒た

ちに多大の利益がもたらされるであろ

う」 とマックスウェル委員長は付け加

えている。

教会の教育制度について述べ，また

その教育観について検討する時には，

公立の学校に入学を許 された後数年 し

て，ニュージーランドの教会の学校で

自分の能力を見出すべ く入学 したマオ

リの少年の話は含まれていないのであ

る。また，それに関する記事には，教

会の学校に通ったメキシコの若者にと

って，読書できるということがどれほ

どすばらしいことかということについ

て全 く述べられていない。・

高等学校のセ ミナリーの教師が教会

員でない一人の若者に及ぼした影響に

ょって，アリゾナに住むインディアン

の家族が劇的にその生き方を変えた，

ということは学校制度に関する統計の

中には現われない。また， ぐらついた

信仰を持っていた大学生たちが，分別

あるインスティチュー トの教師によっ

て幾度も励まされてきたこともここに

は全 く示されない。

実際この種の事柄は，教会教育の本

質，すなわちよりよい生活 とより強い

証なのである。

２４９
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家 を離れる若者

エ ル ウ ッ ド ・Ｒ ・ ピ ー タ ー ソ ン

親達の目標の １つは，子供達がやがて独 自の両

道を選び家から離れる日のために，子供達を

備えることである。その別れは，子供達が結婚 した

り学校に入ったり，宣教師として働いたり，あるい

は仕事を見つけたりすることなどの理由からやって

来る。

若者自身の計画や準備，そしてやりとげようとい

う気持が，家を離れて成功するか失敗するかに直接

影響するのである。両親はこのことに大きな責任を

感 じるべきである。準備は生涯をかけてのことでは

あるが，若者の出発に先だち考慮すべき多くの段階

がある。まだ本当に若い時から子供達はお金の扱い

方を教わ り，遊ぶためにお金を使 うだけでなく，服

を買った り，学費を払ったり他の必要なものを買っ

たりするという責任 も教えられなければならない。

若い人々は予算をたて，その範囲内で責任を持っ

て生計をたてるよう教えられるべきである。予算額

を使い果たし余分なお金が与えられなかったり，あ

るいはまた割りあてられた額より少な目に使ったた

めお金が余 ったりすれば，彼 らはす ぐにその真の価

値を知 ることであろう。それは子供達に家庭を維持

す るのにさまざまな費用がかかるのを納得させる尊

い経験 となるであろう。男の子 も女の子 も料理，洗

濯，家の掃除などを通 して得 るものがあるはずであ

る。

正直な労働の価値 と喜びを知ることはかけがえの

ないことである。マーケットで働 く若者に対する雇

用者の大きな不満は，彼 らがどのように働 くかをま

った く知 らないということである。若者がいろいろ

な仕事を経験することは重要なことではあるが，た

ピーターソン博士はブリガム ・ヤング大学の教育心

理学の助教授であり，現在大学から定期の１年の休

みを受け教会社会事業部で訓練主任として働いてい

る。彼はまたプロボのシャロン東ステーキ部長会の

第二副ステーキ部長でもある。

耀 ｉｌ

とえどんな場にあって もたゆまず働き，良心 に従い

最善を尽 くすことも大切である。この他に大切なこ

とは時間厳守，良い身だ しなみ，そ して目上の人を

尊敬す ることである。いったん若者が独自の道を歩

んだなら，彼 らは教会の標準に関 して決心を しなけ

ればならないのである。もしも彼らがまだ家にいる

頃か ら自主的に教会に出席 し，良い友達を選び，教会

の標準を守っているならば，彼 らはどこに行 こうと

も恐 らくそれ らを続けてい くことであろう。彼 らは

また積極的に自分自身で祈 りを始めな くてはならな

い。普通，両親にとって子供を手放すことはつらい

ものである。 しか し，そのような問題が起こった時

に，両親はその行動の過程を詳細にわたってじっく

りと話 し合うことが必要である。両親 と若者は両者

の立場から賛否の論議を考慮 しつつ，おたがいに耳

を傾け合うべきである．不一致 も予期されるであろ

うが，それは議論的ではな くうちとけて話 し合われ

な くてはならない。 この話合いは家族全員にとって

非常に意味ある経験 となるであろう．一般にす ぐさ

ま決定 しないことが，最上の方法 と言える．

仮に結論を出 しても，それはすべての関連事項にっ

いて熱心に祈 った後に再び検討 されなくてはならな

い。

いったん，若者が家を離れるとい う決心がついた

ら，両親は若者にできる限 りの激励 と支持を与えて

いると感 じさせなければならない。両親の協力と祝

福を得ているならば，より大きな成功への可能性が



生まれることであろう。また成功と失敗の両方の可

能性をも予期 して，それらにどのように対処すべき

かを考えるべ きである。

若者の求めている機会をできるだけ家の近 くに見

つけることが望ましい。家の近 くに住めば，週末や

休 日に訪問したり，電話で両親 と若者が簡単に連絡

し合えるからである。職業の種類とか教会の支部や

ワード部への近 さなどを考慮に入れて住む場所を決

めな くてはならない。宿舎に住むと決めた場合には

仕事場や教会，』買い物や娯楽施設への近 さも考慮に

入れるべきである。

また建物の質だけでな く，近所の人々がどのよう

な人々かを知 ることも大切である。矛盾のない標準

を持つルームメイ トとは経費を分け合うだけでな く

共に大きな友情を経験するであろう。

立派な家は普通かなり高 く，住むのに余分な費用

がかかる。家を離れて職につき，最初の給料をもら

うまでには期間を要するので，少な くとも２か月間

は生活できるお金を前 もって持 っていなければなら

ない。

家を離れる計画をしている若い人はその大切な決

心をするために監督 と相談すべ きである。ワー ド部

の監督は決定を下 し，準備するのに価値ある忠告 と

提案を与えて くれるはずである。 ワー ド部の １人の

若者が家を離れるのを知ったなら，監督は通信で連

絡を保ち続けることができる。家か らの手紙は力強

い影響を及ぼすものである。

両親が家を離れている子供達の様子を彼 らの監督

に絶えず知らせてお くことは賢明なことと言える。

両親はまた個入的に訪問するか手紙かで，彼 らの息

子や娘たちの新 しい監督と知 り合い，家を離れてい

る家族の一員が教会の活動でどのように進歩 してい

るかに関 して，定期的に尋ねるべきである。

不幸にも，職業につ くために家を離れている多 く

の若者は充分に準備をしない幽ために，悪い影響を受

けて しまっているのである。満足のい く仕事につけ

なかったり，適当な住む場所が見つからなかったり

すると彼らは失望 して，良 くない友達や環境の影響

を受けやす くなるのである。

家を離れている若者に関連する深刻な問題を認め

て，教会では彼らが悪の可能性を避けるよう助ける

計画を備えている。家を離れて住んでいる若者の責

任は，その若者自身と両親と監督にかかっているの

である。教会のプログラムでは，家を離れている若

者は彼の前のワー ド部の監督に新 しい住所を知らせ

ることになっている。それから監督は 「家を離れて

いる若者のカー ド」を作製 し，それを教会社会事業

部に送 り，そこでだれがその人の新 しい監督になる

かが決まり，彼に連絡することになっている。若者

が到着 したことを知らされた新 しい監督は，その若

者をワー ド部の中に親 しく招き入れるようにするの

である。監督はしば しば適当な家やルームメイ トの

ことで助けを与えた り，仕事に関することにさえ有

益な提案を して くれるのである。
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福 音 の 朝 あ け
ロ ー リ ン ・Ｆ ・ フ ィ ー ル ラ イ ト

「

夜 あけだ潮 あけ樹
こ のパ ー レー ・Ｐ ・プ ラ ッ トによ る予 言 的

な讃 美 歌 は， 福 音 の 朝 あ けの 地 日本 で 「シオ ンの旗

は ひ るが え る」 ご と く実 現 しつ つ あ る。

日本 の大 阪 で開 かれ た万 国博 に来 た ６，５００万 入 の う

ち， １０人 に １人 が モル モ ン館 を 訪 れ て い る。宣 教 師

達 は そ こで暖 か い歓 迎 の 手 を さ しの べ ， イ エ ス ・キ

リス トの福 音 を知 りたい と願 う数 １０万 の 人 々 と会 っ

た の で あ る。

７０年 前 に ヒー バ ー ・Ｊ ・グ ラ ン トに よ って 日本 に

ま か れ た種 は， 今 や実 を結 び つ つ あ る。 人 口 １億

５００万 人 を有 す る こ の国 に， １万 ４千 人 以 上 の 教 会

員 が い る。 この 国 を訪 れ た 人 は福 音 の い ぶ きが 古 代

の 国 に新 しい生 命 を もた ら して い る と深 く印 象 づ け

られ て帰 っ て い くの で あ る。 日本 人 は力 強 い献 身 的

な民 で あ る。 新 た な福 音 の 夜 明 け の光 が極 東 を照 ら

す の を ま の あた りに して ，信 仰 が 活 気 づ け られ るの

を お ぼ え る。

私 は エ ラス タ ス ・レオ ン ・ジ ャル ヴ ィス に会 って

か ら， 初 期 の宣 教 師 達 の 抱 い た 失望 と私達 の現 在 の

成 功 との好 対 照 に気 が つ い た 。彼 は現 在８７歳 で あ り

後 に教 会 の第 ７代 目 の大 管 長 とな った ヒ ーバ ー ・Ｊ・

１，末 日聖徒讃美歌 １８９番

２．末 日聖徒讃美歌 ２３番

３．バ ッハ， ヨハ ン セバスチ ャン

ドイッ の柞 曲 家 ， 音 楽 家 １６９５－ １７５０

４， 末 日聖 徒 讃 美 歌 １８９番

フ ィール ライ ト博士は ブ リガム ・ヤ ング

大学の芸術学部長であ り，１９５６年 塚来 日曜

学校中央管理会会員である。

グラントと共に日本で伝道 した宣教師たちの中で唯

一の生き残 りである。彼はグラン ト大管長に随行 し

た初期の ３人の宣教師達，ルイス ・Ａ ・ケルチ，ホ

ーレス ・Ａ ・エンサイン，アルマ ・０ ・テイラーに

ついて語 ってくれた。彼は私に１９０３年 ４月付の日記

を見せて くれた。横浜のＹＭＣＡか ら集会所を借り

ようとす る努力は，はじめ承認されはしたが後で認

められな くなったのである。グラン ト大管長はその

説明を求めたが，次のような手紙が送られてきたと

ジャルヴィスの日記に記録されている。 「あなたに

お電話を頂いた時，私はあなたがたが関係されてい

る教会を知 りませんで した。私どもはあなたがたの

望んでおられ る目的のために集会所を使用すること

をここに慎 しんでおことわ り致 します。敬具。Ｕ．

ス ミ」

当時の宣教師達は辛抱強 く働き，彼 らに続 く，若者

達 もみな同じように働いた。そ して今や状況は一変

したのである。万博会場のプロテスタン ト，カ トリ

ック教会共同によって出展されたキリス ト教館で，

私は簡単なオルガン曲を弾 く機会に恵まれた。私 は

「恐れず来たれ聖徒」２で始め，バッハ３の曲や他の

有名な作曲家の曲をひき末日聖徒の讃美 歌 で終 え

た。非難の叫び声はな く，友情と相互理解の気持で

入々はその場に集まっていた。 １組の若い男女が手

を差 しのべる機会を待っていたが，彼 らは目に涙を

浮かべてこう言った。 「私達も会員です。」そ の瞬
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間，私は日本人会員の末日聖徒イエス ・キリス ト教

会の会員 としての喜びと誇 りを強 く感 じた の で あ

る。天皇陛下の弟君がモルモン館を訪問された時，

私は幸福の探求の映画をともに見る特権にあずかっ

た。彼の静かでていねいな態度は非常に印象的であ

った。彼はバーナー ド・Ｐ ・ブロックバンク長老 と

エ ドワー ド・Ｙ ・岡崎伝道部長に会われ，鈴木正三

兄弟か ら展示物に関する説明を聞き深い関心を示さ

れたようであった。私はその後， 日本中央伝道部の

第一副伝道部長である鈴木兄弟から天皇陛下の弟君

三笠宮崇仁殿下 と共に写っている自分の写真を８枚

ほどほ しいと連絡を受けた。それは鈴木兄弟の ８人

の子供達の記念の書に加えるためであった。彼はこ

う書いている。 「これは非常に名誉なことです。皇

族 と共に写真をとることは日本人にとってはまれな

ことであり，私の家族のだれもまだ経験 していませ

ん」１９０３年に集会所の使用が拒否されて以来，教会

は社会的な尊敬を得てきている。

私は日曜学校中央管理会会長デビド・ローレンス・

マッケイにより，東洋での最初の地区集会に中央管

理会を代表 して参加する責任が与えられ，初めて日

本を訪れたのである。日曜学校での経験を得 るため

私は東京ステーキ部の第 ３ワード部を訪問した。各

クラスを訪問 してみると，多 くの生徒達はテキス ト

を開いて福音を勉強 していた。視覚教材 も豊富に使

われ，特に子供 日曜学校ではそれらが最大限に利用

されていた。

私は後に東京ステーキ部ではもう図書計画が始め

られていることを知 った。またステーキ部の会長で

ある八木沼修一兄弟は，全会員と求道者が福音を正

七 く学べるように日曜学校のあらゆるプログラムを

力強 く遂行 しようとしていた。地区集会のために彼

と東京ステーキ部の会長会は 「すばらしい召 し」 と

いうフィルムを受け取ったが，わずか １週商で完全

な翻訳をなし，吹き込みをやった の で あ る。集会

で，彼 らは画面 とテープの言葉を完全に合わせて映

画を上映 したのである。この困難を克服 しようとす

る心意気は，自曜学校に全力を尽 くして励んでいる

彼 らの努力を物語っている。

大阪では， 日本中央伝道部の岡崎伝道部長と岡崎

姉妹の招きにより，教師養成会を指導 し岡町支部を

訪問する機会に恵まれた。日本での日曜日は，キリ

ス ト教徒の国々の休 日とは異なるので，神戸 と大阪

間の高速道路は非常に混み，私達は少々遅れて着い

た。丁度 クラスが始まろうとしている時に私達は形

式ばらずにクラスに入っていった。手に持ったカメ

ラで，私はいつまで も忘れることのできない日本人

の教え子を写 し取 ることができた。 このページにそ

の数枚の写真をのせている。

，私は安芸美恵子姉妹の生 き生 きとした顔を見てい

て，そこにまわりの人々を魅了している力 を感 じ

た。私は横を向いて若い学生達が彼女の伝える言葉

をどう受けとめているかを見たが，彼 らはみなレッ

スンに魅了されていた。私は静かに彼 らの方向にカ

メラを向け，今までで最高 と思われ るありのままの

姿の日曜学校の写真をとることができた。これらの

美 しい東洋の若者達の写真を見て，ブリガム・ヤング

大学の私の同僚はこう言った。 「私は第二次世界大

戦の時に日本に上陸 した最初の一団の中 に い ま し

た。でもその時は，このような顔は全然見ることが

できませんで した。これらの人々の目には，当時見

られなかった光がある。それは福音の光だ。」

私 は安芸姉妹の顔の表情をよ く見ていて，黒板の

上に書かれている聖句の意味を伝えたいという願い

と，生徒達がその意味をつかんだ時に示す喜びの気

持を感 じ取ることができた。それらの顔の表情は，

真理 と効果的な教え方が一つになって生活を照らす

時に，生徒 と教師がどう感 じ合っているかを言葉以

上に雄弁に語 って くれる。また，この支部には盲人

ではあるが他の人々に道を照 らしている特筆すべき

教師がいた。私があるクラスをのぞ くと，そこでは

伊藤清兄弟が閉 じたカバンを持って レッスンを して

いた。後で会 って話 した時，彼は完ぺきな英語でこ

う言った。 「私は生まれてからずっと目が見えませ

ん。耳 と指を通 して以外は何 も見ることができませ

ん。私は小学 ４年生の時にピアノを習い 始 め ま し

た。 ピァノ用に点字の楽譜があります。私はそれを

使って学びました。楽譜を覚えるまで，私は片方の

２５５
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手で点字を読み他方の手でピアノを弾 きま した。で

すから覚えるまで他の人々よりも長 くか か りま し

た。」

彼は教会への改宗談を話 して くれた。 「私は今３５歳

です。１９５０年に私は電車の中でアメリカの姉妹宣教

師に会いました。彼女の名前はルース ・Ｋ ・ニー ド

ハムと言い，同僚はクラーク姉妹でした。彼女達は

私にＭ ＩＡや日曜学校がどんなにすばらしいかを話

して くれました。そうして私は１９５１年にバプテスマ

を受けま した。私は１９５５年から１９７０年まで多 くの支

部でオルガニス トとして働 きま した。私は今年それ

を解任されて日曜学校の家庭の夕べのコースの教師

に召されたのです。」

私は彼にどのように してレッスンの準備をするの

かを尋ねると，彼はこう答えた。 「それが問題なん

です。あなたたちは聖書や他の聖典を楽に読めます

が，私にはできません。私はこの責任を頼まれた時

に一度断わりました。自分にとってあまりにむずか

しすぎると思ったか らです。で も最善を尽 くそうと

決心 しました。私は妻にテープを作って もらってレ

ッスンの準備をしています。彼女が本の内容を全部

録音 したものを私が毎 日聞きます。たとえば来週の

レッスンのために妻が今晩録音すると，私はそれを

明日から聞き始めるのです。必要な時には妻が聖句

を読んで くれます。彼女はレッスンを読み私は聞き

それから点字でノー トを取 るのです。」

「教えるのは楽 しいですか。」 という私の問いに，

彼らは答えた。 「私は ３月から教えてきていますが

最初の数か月は少 しも楽 しいとは思いま せ ん で し

た。 とい うのはテキス トを見ないで，テキス トを見

ることができる人々と同等にできるかどうか不安だ

ったからです。私は妻に私 と共に祈って くれるよう

に頼みました。そして私は確かに主から助けを受け

ました。今，私は教えるのがとても楽 しいです。ま

たレッスンの内容 もすばらしいものです。それらは

私が自分自身の子供を育てるのに大きな助けとなっ

ています。」

この簡単な話からだれでも伊藤兄弟と姉妹 との間

の深い霊的なつながりに気づかれるであろう。私は

、

彼 らがどのようにして知 り合い，結婚 したのかを尋

ねた。彼は １年に４回神戸で開かれる地方部大会に

ついて私に話 し始めた。 「その大会で私達は出会い

Ｍ ＩＡや日曜学校ですばらしい時を遇こしました。」

それから彼は言 った。「彼女にきいて下さい。」姉妹

は英語を話せなかったので他の人々が２人のことを

話 して くれた。この献身的な妻であり母親である伊

藤姉妹は，みたまに動かされてある大会の後で伊藤

兄弟に手紙を書き，生涯ずっと彼を助けたいと告げ

たのであった。彼らは後に結婚 し，神殿で結び固め

られた。彼 らの間には現在１０歳 になる女の子が １人

いる。

彼は前にはナイ トクラブでピアノを弾いて生計を

立てていたが，安息日を守るためにその仕事をやめ

たそうである。今彼は家で英語 とピアノを教えてい

る。どのように英語を学んだかという私の質問に彼

は答えて言 った。 「ラジオを通 してです。２０年間私

はラジオの英語会話を聞きました。私は本当に英語

が話 したかったのです。私は英語が大好きです。私

はなんとか して学ぼうとしましたが，習うだけの十

分なお金がありませんで した。ですからラジオを聴

く以外に学ぶ方法はなかったのです。」 彼の英語の

発音は他の多 くの日本人に くらべてはるかに勝れて

いた。

どのようにして讃美歌を弾 くのを学んだかを尋ね

た時に彼は言った。「私は良 く聞 くようにします。」

伊藤兄弟は目こそ見えないが，偉大な真理 と大きな

幸福を見出すことを学んだのである。なぜなら彼は

ラジオの英語の教師や演奏 したいと思う音楽に耳を

傾けることを学んだばか りでなく，妻や電車で会っ

た ２人の姉妹宣教師にも耳を傾けて学び，イエス ・
＼

キ リス トの福 音 を通 して光 と愛 の全 く新 しい 世 界 を

開 い た か らで あ る。

日本 人 の 力強 い精 神 の 中 に私 達 は パ ー レ・イ ・Ｐ ・

プ ラ ッ トの言 葉 が成 就 す るの を見 る こ とが で き る。

「あか るい 夜 あ け だ
，厳 に あ ま ね く朝 日 は 昇 り ゆ

く」４ 日本 に は 新 た な光 が あ る。 そ れ は幸 福 そ うな

顔 に輝 き あふ れ ，人 々に 平和 と善意 を もた らす キ リ

ス トの福 音 の光 で あ る。 （ル カ ２ ：１４参照 ）
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相反する原則

経 営学博士

ク イ ン・Ｇ・マ ッケ イ

全生涯を通 して， ジョージは真理 を語 る

よ うに，また正疽 であ るよ うに と教 え られ

ていた。また彼 はいかな る神 の子 であ って

もその感情を害 してはいけない と学 んで い

た。 ジ ョー ジが結 婚 してか ら １年近 くたっ

た時，その出来事が起 こった。 ある夕方，

マ ッケイ博士はテキサス ・キ リス ト教大

学の特別な講座，すなわちアメ リ力企 業経

営の デビ ド ・Ｌ ・ダ ンデ ィー講座を受け持

って いる。彼は また アメ リカの官公庁，民

間の社 団法人教育研究所などの コンサルタ

ン トで もある。教会において も監督，宣教

師，教 師な どの職務を果た して きてお り，

現在 フォー ト・ヴＬ ス ・ステーキ部の 日曜

学校 管理会長で ある。

彼 の妻 は玄関で彼を迎 えて夢中にな って言

った。 「あなた，居間へ来て私がき ょう買

って きナこ新 しい ランプを見て ちょうだい。

きっとあなた も気に入 るわ」居間のテーブ

ルの上 に置いて あったのは古 めか しい奇 妙

な形の ランプだ った。大 きな期待を持 って

彼女 は尋ねた。 「お気 に召 したか しら ？」

彼 は内心 それをぶか っこうだ と思 ったが，

そ うい う反応 を示せば妻はが っか りして し

ま うだろ うと思 い，素直 に自分の気持 ちを

表現す るのを差 し控 えた。

ジョー ジはふ とロバ ー ト・ルイス 。スチ

ーブ ンソン１ の言葉 を思い出 した。 「真実

を述べ る ことは，ただ事実 を申 し立て るこ

とではな く，真 の印象 を伝 える こ と で あ

丁梅
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る」 この場合， ジ ョー ジは何 と言 った ら一良

いのかわか らなかった。妻の心を傷つけな

いために， それが気 に入 った とい うべ きで

あろ うか，それとも彼女 に本 当の ことを言

うべ きであろ うか。

そのよ うな重苦 しい板ば さみか ら脱 して

は っき りと自分 の思 って いることを言 うの

は容易 である。 けれ どもそ ういうことをす

れば他 の人 の感情 を害 して しまう し，また

実生活へ福音 を取 り入れ ることにおいて も

あま り適 切ではない。 どれが正 しいかを決

定する ことは時 には非常 に困難 きわ まりな

い。 しば しば困惑 が起 こるのは 「相反す る

原 則」が形 となって現 われ ることによるの

であ り，すなわちも し人が ある原則 に従 う

な らば，やむ な く他 の原則 を犯す ことにも

２５７



な り，私 たちは ２つ の共 に正 しい原則の間

に立 って身 じろぎできな くな って しま うの

で ある。 これ らは夜 も眠れなか った り，罪

の意識を感 じた り， くよ くよ した りするほ

ど，実 にむずか しい決断であ る。 日曜 日に

とるべ き行動 として，あ るもの （聖餐式へ

の出席） は明 らかに正 し く， もう一方 （映

画へ行 くこと） はま ぎれ もな く誤 り で あ

り， その ような ことは生涯において さして

問題で はない。困難な決断 とい うのは， ど

ち らが選 ばれて も両者共に正 しくもあ り誤

りでもあるよ うなものの ことなのである。

相反す る原則 において， それ らが現在 い

か なる状態 にあるか とい うことを認 識す る

ことは，私 たち自身 を主の教 えの うちに保

たせ る。予言者 リーハ イが 「それは，すべ

て の物事 には必ず その反対の ものがなけれ

ばな らぬか らで ある」 （五ニー ファイ ２ ：

１１） と述 べた時 に， リーハ イはい くぶん こ

の相反す る原則 の概念 に言及 して おり，ま

たこれ が私た ちを霊的 により強 くす るため

の主 の計画の一部で あることは明 らかであ

る。 肉体には筋 肉がつ いて おり， それ らは

互 いに， あるいは重力 に対 して抗す る力を

持 って いる。抵抗力 （反発力）は強健な身

体 を作 る。 も しすべて の決断が は っ き り

「正」 とされ るもの， はっきり 「誤 」 とさ

れるものだけであった ならば，私た ちの霊

的な筋 肉作 りはできず， それ ほど強 くはな

れないであろ う。主 は人が より多 くの知 識

と経験 とを単純 で明確 な選択か ら得 るよ り

も葛藤 を通 して得 ることを望 まれ， そこで

主 はそれを この世 に備 えら れた と 思 わ れ

る。 も しそ うでないとすれ ば，なぜ主は相

反 する原：則 を初 めにアダムとイヴの前 に課

したのであろ うか。主 は最初 の人間 にふ え

よ地 に満 ちよ と命 じたまい， また それ と同

時に善悪 の木 の実 を食 べないよ うに命 じた

もうた。 一方 の戒 めに従 えば他方 を破 らな

ければな らなか った。

私た ちは絶 えず次の例 のよ うな葛藤 に直

面 している。

１．１８才になる求道者 はバプテスマを受

け ることを切望 しているが，・彼 の両親 は賛

成 しない。原 則 ａ ：悔 い改 めてバ プテスマ

を受けよ。原則 ｂ ：両親 に従 いなさい。

２．あ る父親 は カブ ・ス カウ トに入 って

いる息子 に隊集 会に出席 するとい う約束 を

した。 ところがある官 吏か らその父親 に電

２５８

話 があ り，空港 で長官 と会 って外 国の高官

との通訳 を しなければな らな くな った。原

則 ａ ：父親は息子 との約束 を守 らねばな ら

ない。原 則 ｂ ｌ彼 は社 会 と国家に対 して負

ってい る責任を遂行 しなければな らない。

３．あ る社 長は売上げ不調期 間中，価格

を下げ るため に従業員を一時解雇 しなけれ

ばな らない。 ９人の子供をかかえている男

も解雇 され ることにな っている。原 則 ａ ：

人 々を苦 しませた り，不親切であ ってはい

けない。原則 ｂ ：重役会議 で決定 された通

り，株主への ５％以上の配当を確保 しなけ

れば な らない。

４． ある青年が戦場で敵 と直面 した。 殺

すべ きで あろうか。原則 ａ ：あなたは殺 し

て はな らない。原則 ｂ ：青年は 自由を守 る

べ きで ある。

５．１５才の少年 に学校で新 しい友 だちが

で きた。 ところがその友だ ちは幾つかの悪

い癖 を持 って おり， その少年の家庭 は複雑

だった。両親 は息子の この友情を励 ますべ

きで あろうか，それ とも否むべきであろ う

か。原則 ａ ：悪い交際や悪影響を さ．けな さ

い。原則 ｂ ：あなたの隣人を愛 し，友人 の

ない者の友 となれ。

６． クラブ会館で機会があ って，ある会

社の部長は社長か ら， 「副社長は金のや り

くりが うまいかね」 と尋ね られた。その部

長 は正直な ところ副社長は金銭のや りくり

が じよ うずで はない と思 っていた。彼は何

と言 った らよいだ ろうか。原則 ａ ：目上の

人 に対 して は忠誠を尽 くしな さ．い。原則 ｂ

自分 の言 うことに正直で あれ。

さて 次にあげるの は相反す る原則によ っ

て生 じた問題 をうま く処理す るための段階

である。

１．どの原則が相反す るか正確 に明 らか

にする。

２． どの原則が その場 合，他 よ りもよ り

重要 であるかを考 える。私 たちはある原則

が他の原則 よ りも重要 である ことを知 って

い る。た とえば 「あなたは殺 して はな らな

い 。」 と 「あなたは偽証 してはな らない。」

とは何 ら相反 する ことはない。

３． ２つ の原則 が相反 している時 には，

より高度な律法を選び従 う。 これは確 かに

アダ ムとイ ヴが選 んで木 の実 を食べ た時 に

行 な った ことであ り，ニー ファイが レーバ

ンを殺 した時に行 な った ことであ り， また

救 い主 が姦婦 を許 した時 に行 なわれた こと

であ る。 そ して， よ り鳶度 な律法 に従 うた

めの重要 な鍵 は，祈 りを持 って決断 に近づ

くことであ る。

この相反 す る原則 の概念 を適用 しよ うと

す る時に，苦悩 があ らゆる決断 を下す こと

につ きま とうけれ ども，その苦悩 は良 りよ

い選択をす る助けになるであろ う。 どち ら

の原則がよ り重要 かをす ぐに見分 けるこ と

がで きる時には，決 断は下 しやす い。諸原

則の どれがその場 合，よ り大切 であるのか

雑然 としていればい るほ ど，その どち らが

より高い ものであ るかを確認するのはむ ず

か しい。た とえば，あ る人は 日曜 日も営業

す る店で働いてい る。彼 は転職 す ることも

で きるが，そ うす ると給料 が ２割下 が って

しま う。それは非常に困難 な ことであるが

彼の家族は その安い給料 で も何 とかや って

いけ るであ ろう。 ここに教育 や音楽 の レッ

ス ン， また休暇のよ うな事柄に利 用でき る

お金 に対す る安息 日遵守の律法 があるｂ彼

はどうすべ きであろ うか。

合理化す ること，すなわ ち非 常に楽 な こ

とをす るのは容易であ る。 しか し救 い主 は

人の道が容易であ るとは約束 さ れ な か っ

た。

人間は厳格な律法 によ っては生 きてはい

けな いとい う人 も中 に．はい る。 そ うい う人

た ちは環境が人のなすべ きことを決定 す る

と主張 してい る。社会的または経 済的圧 迫

のもとにあって，合理化す るとい うことは

しば しば理 にかな った ことであ ると誤解 さ

れて いる。

それ は，私た ちの判断 によって，最 も福

音 の原則 と一致 したものを選ぶにあた って

どれがよ り適切で あるか を老え ることが問

題 となる。 それ らの原則は謙遜な精神によ

って最 もよ く運用 される。すなわ ち祈 りと

断食 とによ って，導かれ るであ ろう。マ リ

ォ ン ・Ｄ ・ハ ンクス長老 は次の ように言 っ

た。 「さ して必要 でない ことにかか りわず

らって最 も重要 な ことを忘れない ようにし

な さい」選択 は時にはむず か しい。 しか し

また一方では原則 にそった生 き方 をす るの

は決 してやさ しい ことで はない。

１． ロ バ ー ト ・ル イ ス ・ス テ ィー ブ ン ソ

ン ー ス コ ッ トラ ン ドの 小 説 家 ， 随

筆 家 ，詩 人。 １８５０－ １８９４。
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ケ ンの お た ん じ ょう び の

お く り もの

「ぽ辺猟 ∵ 麓謙 ∴ １二霧鵬 臨

って い るん た よ 」 とお じい さん は い い ま した。

「それ はな あ に ？」 とケ ンは きき ま

した．

お しい さ ん は 「それ は大 き くな る もの

た よ 」 とい い ま した、

「こい ぬ か な ？ こい ぬ た っ た ら

い い な」 とケ ンは い い ま した。 お

しい さん は 「そ うだ」 と も 「ち か

う と もい い ませ ん て した。

そ して 「ケ ン， い ろ ん な もの か 大

き くな るん た よ 」 とい い ま した，

「それ じ ゃあ ， こね こか な ？ こね こ

か いい な 」 と ケ ンは い い ま した。 お じ

い さん は 「そ うだ 」 と も 「ちか う」 と
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もい い ませ ん て した 。 お しい さん は 「た ん し

ょ うひ に な っ た らわ か る よ」 とい い ま した ．

「お しい さん か大 き くな る もの を くれ るん た

って． うま だ った らい い な あ」 と ケ ンは おか

あ さん に い い ま した。

す る と おか あ さん は 「さか な の ほ うか い い わ

ね 。 それ と も と りの ほ うか い い か し ら」 とい

い ま した 。 ケ ノは 「う ま にの れ た らい い な 」

と い い ま した 。

「お しい さん か ほ くに大 き くな るお く り もの

を くれ る ん だ って 」 と ケ ン は お と う さん にい

い ま した。 「そ れ は よか った ね 。 お じい さん

は お ま え に お か ねて も くれ る のか い ？」 と お と う さん は ケ ンに い い

ま した。

「ち か うよ。 お か ね は 大 き くな らな い もん 」 と， ケ ンは い い ま し

た ， お と う さん は 「お か ね た って ち ょきん して お けは 大 き くな るん

た よ。 おま え か お お き くな る ま て に お か ね も ゆ っ く りとふ えて い く

た ろ う」 とい い ま した 。

ケ ン は おた ん し ょ うひ を ま ちま した 。お じい さ ん は ケ ンに，こ い ぬ を

くれ るの か し ら ？ そ れ と も こね こか な ？ うま か な ？ さ か なか

な ？ こと りか な ？ そ れ と もお か ね か し ら ？ ケ ンは お た ん じ ょ

うひ を くひ を なか く して ま って い ま した。 ケ ンは お た ん し ょ うひ か

ま ち き れ ませ んて した。 て もや っ とお た ん し ょ うひ か や って き て ，

お しい さん は ケ ンに た けの た か い に もつ を も って きて くれ ま した。

ケ ノに は とて も たか す きて さ さ えて い られ ま せ ん で した ． 「これ は

こい ぬ し ゃな い な。 それ に こね こて も， うま て も， さか な て も， こ

と りて も， お か ね て もな いや 」 と ケ ノは いい ま した 。

「そ うた よ。 そ れ は そ たて る も の なん だ よ」 と お し い さん は い い ま

した ． ケ ンは お しい さん とい っ し ょに そ のせ の たか い に もつ を ほ と

き ま した。

「あ っ， 木 だ ／」 ケ ンは さけ び ま した。

「そ うた よ」 お しい さん は うな す きな か らい い ま した。 「さ あ， あ

な を ほ って これ を う えよ う． て い ね い に な。 これ は お ま え とお な し

よ うに な んか い も お たん し ょ うひ を む か え るだ ろ う」

「あ りか と う， お しい さん 。 おた ん じ ょ うび の 木 を ほ ん と うに あ り

か と う」 とケ ンは い い ま した．
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作 シ ン シ ア ・チ ェ ンバ レ ン

絵 ロ ナ ル ド 。ク ロ ス ビ ー

と

家 族の餌 のためのパン媚 いに行 くことか ８歳にな・
た シ モ ンの役 日て した。 かれ は他 の少 年 た ち と い っ し

詔 ＝ゲ ー ムを して遊 び た か った ときか 何 度 もあ りま した か ，

い つ もよ ろ こん で市 場 に行 き ま した 。 そ こに はい つ もお も し

ろ い もの か た くさ ん あ り， エ ジ プ トや ア ラ ビ アか ら しな もの

を もって 隊 商 か や って 来 る と きは ま た か くべ つ で した。

か れ はい つ もの よ うに 町 の 中心 に 通 じて い るせ ま い通 りを

急 い て ．ドって 行 った の て す か， きよ うは シ モ ンに と って い つ

２６０

もよ りい っ そ う うれ しい 日て した。 き の うかれ は 一え らい先

生 」 の 教 え を 聞 きに 家族 とい っ し ょに 出か けた のて した

友 た ちか この 人 に つ い て， また その 教 え に つ い て シ ニンの

お と うさん に話 した のて した 。 そ こて 家 族 み ん な て そ の人 の

話 を聞 き に 出か け た ので 丁 ． シ先 ンは草 原 の上 て み ん な ど 、

っ し ょにす わ り， イエ スか天 の お と う さま ぱ と ん な ご私 た ち

を あい して くだ さ るか ． そ して私 た ち は いか に お たか いに あ

い しあ い ，助 け あ わ ね は な らな いか を聞 い た こ と を想 い 出 し



て い ま した。 イ エ ス の声 はや さ し くお だ や か で した が， ぐん

し ゅ うの ひ と りび と りが 聞 くこ との で きる は っ き り した声 で

した。 シ モ ン は また イエ ス の こ とば に耳 を か た む け て い る と

き ど ん な に幸 福 だ った か ， ま た教 え を 聞 い た あ とで いつ も教

え に従 った 生 活 を しよ う と決 心 した こ とな ど を思 い 出 して い

ま した 。

この こ とが シ モ ンに と って き ょ う特 に うれ しい こ との理 由

に な って い ま した。 パ ンを買 い に行 く こと は しご とで は あ り

ませ ん で した。 そ れ は シ モ ンが よ ろ こんで す る ほ う し で し

た 。 とい うの は か れ は家 族 を あ い して い た か らな の で す。

とつ ぜ ん シ モ ンは ま ゆを ひ そめ ま した。 か れ の ま っす ぐ前

に ２人 の ロー マ の え い兵 が 話 を しなが らた て もの の か げ に立

っ て い たか らで す 。 シ モ ンは まだ とて も小 さか った の で， ロ

ー マ人 た ちが さい し ょに パ レス チ ナに や
って き た とき を おぼ

え て い ませ んで した 。 け れ ど もか れ の お と う さん は， ロー マ

人 た ちが ど の よ うに 神殿 や ユ ダ ヤ教 会 を は か い したか ， また

い か にか れ らの ゆ くて を は ば も う と した人 々を 殺 したか を 話

して くれ て い ま した。 今 ロー マ人 は このパ レス チ ナを しはい

して お り， ユ ダ ヤ人 た ち は高 いぜ い き んを か せ られ て い るの

で した。 か れ らの 間 に あ いが み られ な いの もふ しぎで は あ り

ま せ ん。

彼 は え い兵 た ち の と ころを 通 る と き足 を早 め ま した。 しか

しかれ らは ２人 と も話 に夢 中 で シ モ ンに は注 意 を 払 い ませ ん

で した。

市 場 はい つ もよ り こん で い ま した 。 シモ ンが パ ン屋 の店 さ

き まで 進 ん で い くの も大 変 な ほ どで した。

「き よ うは な ぜ こん な に 多 くの人 が い る の
」 とかれ はパ ン

の お 金 を 払 い な が ら， パ ン屋 の人 に たず ね ま した。

「エ ジ プ トか ら ２つ の隊 商 が ゆ うべ や
って きた んだ よ。 そ

こで み ん な か れ らの もって き た もの を見 に来 た ん だ よ」 とそ

の入 は答 え ま した。

シ モ ン もそれ らを見 たい と思 い ま した 。 で もか れ は ， お か

あ さ んが 夕 食 の た めの パ ンを 待 って い る こ とを知 って い ま し

た。 市 場 をよ こ ぎ る時 にか れ は ，早 く行 く こ とが で き る よ う

に ぐん し ゅうの は じの 方 に 出 ま した。 そ う して家 に通 じて い

る通 りに出 た と き，道 の ま ん な か に立 っ て泣 いて い る小 さ な

男 の 子 を 見 つ け ま した。

６ シ モ ン はえ い兵 た ち の と ころ を通 り過 ぎた と きの よ うに顔

を しか め ま したσ とい うの は， その こ ど もは ユ ダ ヤ人 で は な

くロ ーマ人 だ っ たか らで す 。 しか しか れ はそ の 男 の子 が か わ

い そ うに な りま した。 ぐん しゅ うは そ の こど もを あ らあ ら し

く横 にお い や りま した 。道 を通 る人 は だ れ もその こ ど もに ち

ゅうい を 向 け な い か， た だ顔 を しか めて 通 りす ぎて 行 くか の

ど ち らか で した。

シ モ ンは た め らい ま した。 こ の少 年 は ロー マ人 な ん だ と思

い ま した。 な ぜ ぼ くは あ の少 年 を助 けな けれ ば な らな い の だ

ろ う。 そ の上 も しぼ くが こ こで 立 ち止 まれ ば 家 に 着 くの が お

そ くな り， お か あ さ ん を しんぱ い させ る と も思 い ま した 。 し

か しシ モ ンが 立 ち去 ろ うと した と き， ・ｆエ ス の こ とば が彼 を

ひ き もど しま した 。 イ エ ス は人 々に た が い に あ い しあ い な さ

い と言 っ ただ けで な く， あな た の 敵 を もあ い しな さい と言 わ

れ た ので す 。

シ モ ン は も ど って い き， 群衆 を お し分 け て そ の男 の子 の と

こ ろ に行 きま した 。 「道 に ま よ った の 。」 と 彼 は たず ね ま し

た 。 そ の 少 年 は うな ず きま した。 「どこ に住 ん で い るの か 言

って ご らん 。 ぼ くが そ こま で つ れ て い っ て あげ るか ら」 その

こ ど もは 泣 きな が ら話 した の で， シ モ ン は や っ と柱 の あ る大

きい 白 い家 の こ とに つ い て言 って い る こ とが わ か りま した 。

少年の手を引 いて，彼 は町の真中 にもど

って きました。 「しんぱい しな くていい

よ。ぼ くが家 までつれて行 ってあげるか

ら」
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彼 は お そ ろ し くな りま した。 とい うの は この 少 年 の 言 って い

る家 は ロ ーマ総 督 （そ う と く） の 宮 殿 に ちが い な か った か ら

で す。

そ こに行 く こ とは で き な い とか れ は思 い ま した 。 しか しな

き じゃ くって い る こど もを見 た ら行 か な けれ ば な らな い と思

い ま した 。 少年 の手 を 引 い て， 彼 は町 の ま ん なか に もど って

きま した。 「しん ぱ い しな くて い い よ， ぼ くが 家 ま でつ れ て

行 って あ げ るか ら」 とか れ は少 年 に言 い ま した。

しか しシモ ンは宮 殿 の ま わ りを け い び して い る え い兵 た ち

を 見 た と きゆ う きを な く して しま い ま した。 そ の こど もの手

を い っそ うか た くに ぎ り しめ て， 入 口 の石 段 を の ぼ っ て行 き

ま した 。

とつ ぜ ん か れ は よ ろ こび の声 を 聞 きま した。 「ぼ うや， こ

こ に いた の ね 」 少 した って か ら ドアが ぱ っ と開 い て ， こん色

の服 を着 た女 の 入 が 石 段 を か け お りて シ モ ンた ちの 方 に や っ

「顎 ５監
、弾 Ｆφ門 撃 ヒ”

「
帥誌 鷺 ．一 ・

て き ま した。

少 年 は 「お か あ さま」 とさ けぶ と シ モ ンの 手 を ふ り はな し

ま した。 シ モ ンは び っ く り して石 段 を か けお りま した 。 とい

うの は， そ の女 の 人 は長 い服 を着 た背 の高 い 男 の 人 に後 を 追

い か け させ た か らな の です 。 何 人 か の え い兵 は この さわ ぎ に

近 寄 って きま した 。

「待 ちな さい」

シ モ ン はふ り向 きま した。 彼 を呼 んだ の は背 の高 い 人 で し

た 。

「も ど って きな さい」 そ の声 は重 々 し く， シモ ンは しか た

な しにそ の 声 に した が い ま した 。

「私 は息 子 を こ こ につ れ て 来 て くれ た こ とを か ん し ゃ した

い， わ れ わ れ はえ い兵 た ち に午 後 ず っ と さが させ て い た の で

す 。 ど こで こ の子 を見 つ けた の か ね 」 とそ の 人 は 言 い ま し

た。 シ モ ン は総 督 み ず か らが 質 問 して い るの だ とい う こ とを

知 って い ま した。

シ モ ンは市 場 か ら帰 る と ち ゅう この 子 を 見 つ け た こ とを 力

つ よ く話 しま した。 総 督 は こ ま っ た よ うす で 言 い ま した 。

なぜ ロー マ人 を 助 け るた め に

「私 た ちの主 はだ れ を も

あ い し，助 け あ うべ き で あ る と教 え られ ま した 。⊥

ロー マ の総 督 は ほ ほ えみ か え して 「きみ た ちの 主 は す ば ら

「そ うで す と も。 とて もす ば ら しい 人 です 」 と シ モ ンは す

シモ ンはび っくりして 石段 をかけお りま

した。 というのは， その女 の人は長 い服

を着た背の高 い男の人に後 を追いか けさ

「待ちなさい」とそ

２６２



決心 なぜ今 す ることが大切 なのか

十二使徒評議員会会長代理

スペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ンボ ー ル

い人々は代価を払って報いを得
若

なければならないことをす ぐに

学ぶ。彼 らはよくできるようになるに

はよ く練習 しなければならないことを

知っている。私には高校でレスリング

をしている数人の孫がある。１０代の食

欲旺盛な時期にあるにもかかわらず，

彼 らは自分の重量制限を守るために，

毎週食事や水さえもとらないことがあ

る。彼らはしば しばからだが痛み，のど

が焼けそうになるまで練習を続けるの

である。彼 らは自分で最善を尽 くした

いと思 うからこそがんばってこれ らの

試練に耐えているのである。

私は伝道を終えて帰って来てか ら大

学に入 りたいと思ったが，家族は私を

学校に送るほど余裕がなかった。そこ

で私は学費をかせ ぐためにロスアンゼ

ルスの南太平洋鉄道の積み荷の仕事に

ついた。

私は手押 し二輪車に積み荷をのせ倉

庫 と貨物列車の間を往復 しながら１日

！４時間も働いた。千ポンドの荷物をそ

の手押車に乗せて運ぶこともしば しば

であった。 ！日の終 りに私がなぜそれ

ほど疲れたのかおわか り頂 け る と思

う。

私は仕事場が ら２， ３マイル離れた

ところに妹 と一緒に住んでいた。電車

賃は１０セン トだったが，私は１日２０セ

ントを節約するために毎日往復の道を

歩いたのである。私はなんとしてで も

大学た行きたいと思った。そうして往

復の道を歩 くことによって，私の目標

はほとんど実現 していった。こうして

私はアリゾナ州の家に帰りアリゾナ大

学へ入るだけの十分なお金をためたの

である。

各個人に与えられている根本的な仕

事の１つは決心することである。１日に

何回となく私達は道の分岐点に立たさ

れて，どちらに行 くかを決めなければ

ならない。ある道は長 くけわ しいかも

しれないが，私達を最終的な目標 に向

けて正 しい方向に導 くものである。一

方短か く広 く快適な道であっても，間

違った方向に行 くものもある。道の各

分岐点でどちらがより容易で快適か，

あるいはみんなの行 く道はどっちかな

どという見当違いの問題で迷わないた

めに，私達は心の中に最終的な目標を

はっきり持つことが大切である。私達

が心にはっきりした最終的な目標を持

ちつつ前 もって決定 しているならば，

正 しい決断をすることは最 も簡単なこ

とであり，私達を疲れさせ，心を悩ま

せる，別れ道における多 くの迷いは取

り除かれる。私 は，若い時に決 して，

お茶，コーヒー，タバコ，酒を飲まな

いと決心 した。様々な経験を通 して，

この固い決心は私を何回とな く助けて

くれたように思われる。 ちょっと一口

飲んだ り，試飲 しようと思えばできる

場合が多 くあったが，この固い決心が

私に抵抗する理由と力を与えて くれた

のである。

広道にでるかスポーツ奨学生になる

かを選択するずっと以前に伝道にでる

決心をする時期がある。 目的が違って

いるボーイフレン ドやガールフレンド

を好きになるずっと以前に神殿結婚を

決意する時期がある。あなたが店員か

ら余分のおつりを受け取 る以前にいつ

も正直であろうと決 心 す る 時期があ

る。大好きな友人があなたをこわがっ

ているとか信心深いふりを しているな

どと言 ってせめられる以前に麻薬を飲

まないと決心する時期がある。私達が

天父で猷る神と共に永遠に生活する機

会のためにあらゆることを しようと決

心する時期は今である。私達のするあ

らゆる選択は，最終的な目標への到達

を何事にも妨害 させないという強い決

意 に従ってなされるべきである。

人々の中には私達自身が決定を下す

のではな く，風や波の思い通 りに動 く

舵のない船のように，選択権を持たず
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に単に環境に答えているだけだと思っ

ている人がある。私 はもはや目標を達

成させることができな くなる時も来 る

とは思 うが， しか しそれは私達 自身の

過去の決心の積み重ねが私達を無力な

ままにしているということが判明 した

後のことであると思 うのである。

初めに私達 １入 １人は多 くの可能性

を秘めており，私達が何を選ぶかによ

ってそれらを開発 していくことができ

る。若人には，まだ大きな可能性が残

されているのである。私達はなりたい

ものを選ぶ ことができる。年がたつに

つれて私達の過去の選択はまだ私達の

前に開かれている選択の門をせばめて

いき，そして私達は自分の将来をほと

んど制御できないようにな る の で あ

る。環境の重要性を否定する者はいな

いが， しか し，最終的に見て最 も大切

なことは私達がどのように周囲の状況

に対処するかということである。私は

普通の人であればみな可能性を有 して

おり，どのような環境のもとにあろう

とも神の助けでいかなるチャレンジに

も立ち向かうことができると信 じてい

る。神は決 して私達を助けないで放っ

ておかれることはないという慰めの聖

句がある。
「神は真実である。あなたがたを耐え

られないような試錬に会わせることは

ないばかりか，試錬と同時に，それに

耐えられるようにのがれる道も備えて

下 さ るの で あ る。」 （１コ リン ト １０１

１３） ・

私 は貧 困 が人 々 の 中 に全 く違 っ た結

果 を もた ら して い るの を 見 て き た。 あ

る人 に と って 貧 困 は辛 く， そ の た め 自

己 を あ わ れみ ， 簡 単 に あ き らめ て 未 来

を放 棄 して しま うので あ る。 しか し他

の人 々 は それ に挑 戦 し， 障 害 を 越 え て

成 功 しよ うと決 意 し， その 結 果 有 能 な

力 強 い人 々 とな る ので あ る。 そ うい う

人 々 は た とえ経 済 的 に は楽 にな れ な い

と して も， キ リス トの よ う にな るに 必

要 な内 な る資 質 を 成 長 させ て い るの で

あ る。

や る と や ら な い の 問 で

リチ ャ ー ド ・Ｌ ・エ バ ン ズ

優柔不断の苦悩を暗示 したシェイクスピアの言葉がある。 「おれは，やるとやら

ないの間で今戦争中だ。」１独断的な人々は絶対的に正 しいか絶対的に間違っている

かどちらかである。だが優柔不断の人々は 「やるとやらないの間で」苦悩 し，挫折

し，打ち負かされることが多い。学生は専攻を変更すればかなりの時間がむだにな

ることを知っている。だが自分に合わない専攻を続けるよりは，方向を変える方が

良い。 しか しながら，確信を持たずに出発 し，何度も立ち止まれば，相対的にみて

全 く進歩 していないことになりかねない。人生において欠かすことのできないもの

の １つは，何を決定するかを決めることである。そ して，人は自分自身で決定を下

すまでは真 に自分自身の権利に到達 したとは言えない。意地をはらず，勧告を受け

事実を直視 し，よ く考え，祈 った時に，我々に決定を下すべき時が訪れるにちがい

ない。原則の決定は見た目よりも簡単でなければならない。盗みをしないこと，正

直であること，清いこと，これらを決定するのに長い時間をかけてはならない。正

邪に関する事柄に優柔不断であってはならない。同時に我々は，次元の低いつまら

ない事柄に対 して時間をむだに費すべきではないδよく知られたことわざがある。
「行なわぬことは無への道

。」２何者かになるために， 我々は何かを しなければなら

ない。何かをするためには決定を下さなければならないのである。結婚の時，我々

は正直，忠実，そして誠実な生活をし，つれあいを愛 し，幸福な家庭を築 くことを

決意するはずである。我々は，かわした誓約や契約を守ることを決意するはずであ

る。我々は，期限が来た時には負債を支払うことを決意するはずである。

我々は，病気の症状が継続する時は医師の診察を受けようと決意するはずである。

我々は，十分な教育を受け，中途で脱落せずに卒業の資格を得るよう，正直に熱心

に学ぶことを決意するはずである。我々は独立心があり，生産的で頼 りになり，清

く，身なりの整った丁重な人間となることを決意するはずである。 もしだれかが積

極的な立場に立ち，何かを行なうことを決意 しなかったならば，多 くの価値ある事

柄はなされなかったであろう。我々はよ く考え，よく祈 り，有益で幸福な人生を送

ることを決意 し， 「やるとやらないの間で」 自らを見失わないようにす べ き で あ

る。

１． ウ ィ リア ム ・シ ェイ ク ス ピア 「只 に は 只 を」 第 ２幕 第 ２場

２． ナ サ ニ エ ル ・ハ ウ 「こ とわ ざ の 話 」 （Ａ Ｃｈａｐｔｅｒ ｏｆ Ｐｒｏｖｅｒｂｓ）
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４っ の エ ベ レス ト

ノ

ビ ク タ ー ・Ｂ ・ク ラ イ ン博 士

リシャ神話の有名な英雄ヘ ラク
ギ

レスは，アルゴスの王の息子エ

ウリュステウスに１２の不可能な仕事を

するように命 じられた。その仕事とい

うのは，オージアスの牛舎を １日でき

れいにすること，マ・イノスのどうもう

な雄牛をつかまえること， ９つの頭を

もつ毒蛇 ヒドラを退治することなどで

あった。これらを成 し遂げた時の最終

的な報いは不死不滅 となり神々と共に

住めることであった。歴史家によると

ヘラクレスは恐 らく実在 した人物で，

ミケーネ時代のティリュンスの頭であ

りアルゴス王に仕えていたと考えられ

ている。実話か架空かわからないよう

な彼の行為は，歴史外典に詳細に記さ

れている事柄以上のある心理的な真理

を教えているのである。

これは偉大な克己力 と想像力，勇気を

もって信 じがたいほどに困難な厳 しい

仕事を成 し遂げ，その結果ギリシャ語

でいう日の栄の王国に到達 した人の物

語である。どの時代にあっても，ひとり

びとりの勇気がためされねばならない

特別な仕事，あるいは試練があるよう

に思われる。そして私達の時代には，あ

る意味でヘラクレスの命じら

れたこと以上のものが要求さ

れているのである。ため しの内容は異

なって も，チャレンジと困難は変わら

ずに残っているのである。ユタ大学の

カウンセリングセ ン ター で７年程働

き，若人を個人的にまたあらゆる学級

や組織の中で援助 してきた後で，私は

末 日聖徒の若人は，ヘラクレス同等の

ため しに直面 しているとわかったので

ある。これら４つのため しは，肉体的な

ものではない。それは肉体的な勇敢さ

や力強 さを必要 とするのではなく，む

しろ心理的なあるいは道徳的なためし

やチャレンジの分野にあるのである。

しかし，ある意味においてそれは神話

のヘラクレスが直面 した以上の困難を

与えているのである。末日聖徒の若人

の直面 している４つのためしは４つの

エベレス ト山に登ることにたとえられ

るだろう。ある時には，ほとんど登 る

のが不可能なように見える。 しか しも

しそれを達成すれば報いは大きく，そ

の経験は実に貴重である。そ してこれ

らの高い山に登 った人々がいるという

ことで，私達にもできると思 うのであ

る。

人生の初期にすべての入々が公平に

直面するためしは，権威との闘いであ

る。私達はそれを 「権威闘争」 と呼ん

でいる。私達は他人によって定められ

た規則に従いたくないのである。つま

り，ああ しろこうしろと指図されたが

らないのである。私達は自分自身の道

を求めたがっている。 しかしながら社

会が存続するためには，お互いの安全

と利益のために他人 と同意することが

必要 となってくる。多 くの若い人々は

強 く自由と独立を望み，彼 らは法に縛

られていないと感 じ，またそう望 んで

いる。彼 らは抑制されることにがまん

ができないのである。権威との最初の

闘争は，いわゆる家族の代表者である

〈著者説明〉

ビクター ・Ｂ ・ク ライ ン博 士は ユタ大学

の心理学教授であ り， 人間の個性 や精神衛

生の分野での研究者と して 豊かな経 験の持

主である。 彼 は多 くの専 門分 野に名 をあげ

てお り， 現在 ，青少年保護委 員会 の一員で

ある。彼 と夫人との間には ８人の子供が あ

る。
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両親 との間に起 こる。家族は社会の縮

図であるから，多 くの長期にわたる世

代間の争いが起 こるのは，この家庭で

ある。そしてあらゆる世代の人々か同

じ闘争や衝突を経験 してい るの で あ

る。

ある朝，私は １人の若い末日聖徒の

大学生と面接を した。１時間のうちに，

彼はタバコを１箱半 ものんだのである。

彼は １本のタバコをほんの少 しだけ吸

うとそれを棄てて，そわそわ しながら

また次のタバコを取 りだ した。彼の顔

にはタバコを吸 うのを不快に思ってい

る様子かありありとうかかえたので，

私は彼にタバコがおいしいかどうか尋

ねた。彼の答えはこうであった。 「い

いえ，とんでもない。」そこで私はタ

バコがきらいなのになせいつも吸って

いるのかと尋ねた。彼は困った顔をし

てわからないと答えた。飲み物につい

て尋ねた時に，彼は相当量の酒を飲む

と言った。 しか しまたもや彼はあまり

酒か好きでないと言い，なぜ飲んでい

るかがわか らないと答えた。彼は教会

やその考え方や教えに魅力を感 じなか

らも宗教的な行事には出席 していなか

った。彼はなせ出席 しないのか自分で

もわからなかった。

彼の背景を調べてみると，彼は非常

に信心の厚いかなり厳格な父親 と対立

し，閉ざされているのがわかった。効

果的な意志の疎通や理解は全 くなかっ

たのである。ほとんど無意識のうちに

この若者か父親に対 して使っていた策

略は，彼 らの共通の宗教の規則と禁止

事項をことごとく破ることであった。

彼はそれが父親を傷つけ，父親の支配

から独立 し自由であることを示す最 も

良い方法であると思ったのてある。

この若者は父親や彼の示す権威に立ち

２６６

向かえなくなり，非常に失望 し，彼が

まだ価値あるものと考えていた霊的な

宗教的な絆からさえも切 り離 されたの

である。彼は忠誠と感情か合争ってい

る迷路に入 り込んで しまい，動きか取

れなくなっているのである。

非常に太った若い既婚の婦人が夫に

反抗 していた。彼女自身も自分の非常

に太ったみにくい状態にいや気が して

いた。彼女は体重を減 らすために助け

を求めたが，いろいろ多 くの美容食に

関するア ドバイスが与えられたにもか

かわらす，何かはっきりしない理 由か

ら彼女はそれらのア ドバイスに従わな

かった。彼女は自分自身が魅力的にな

るのに必要なそれらのことをすること

かできないように思えた。彼女の夫が

いつも彼女の重すぎる体重に不満を述

べ， しば しば食べ物を制限するように

忠告を与えるということを彼女の口か

ら聞いた時，そのジレンマに対する答

えが浮かんできたのである。夫に対す，

る反抗心の現われとして，彼女は何気

なくこうつぶやいた。 「夫のために体

重を減らすなんて全 くばか げ て い る

わ」このように，夫への悪意から，自

分にとってまったく否定的な結果を生

むにもかかわらず，彼女は自分自身を

常に魅力的てない状態にし続けたので

ある。

「とげあるむちを蹴る」 とはこの種

の権威争いのもたらす一般的な結果で

ある。権威にだめだと言われたり，権

威を両親に承認 されない行ないがある

と，その人自身は欲求不満の怒 りを感

じ，その結果害をこうむるのである。

この問題をか くも困難なものに してい

るのは，時々抑制されている側が正 し

いからである。機会を拒む人，たとえ

ば車を取 り去る父親は，その状態の も

う一方の側を完全に理解 してはいない

のである。誤解 されている側の人は，

相違を巧みに切抜け相いれ る技 術 同

様，機転と忍耐が必要なのである。あ

る若い人々は権威問題を解決する方法

を知っているが，中には全然知 らない

人もいる。彼らは冷淡野蛮で，いつも

腹を立て欲求不満となり，自分達の宗

教や神，配偶者や彼 らが働いている人

々に対 して，時には自分自身 に対 して

までも反抗 し続けるのである。このよ

うに多 くの人々の心の中は分裂 してい

る。そのような人々は本当に不幸な人

々である。

多くの若い人々が直面 している２番

目の大きなためしは，自分自身の憶測

で自信を持てないとか，自分自身を：尊

ぶことができないと思 うことである。

数年前のユタ大学の調査で，次のよう

な質問がなされた。 「あなたは劣等感

を持っていると思いますか。」９３％ が

「はい」 と答え，多 くの人々がこの問

題と戦っていることを明示 したのであ

る。
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著 者 はか つ て １８歳 か １９歳 位 の とて も

魅 力 的 な末 日聖 徒 の 少 女 と面 接 した。

彼 女 はす っ と年 上 の 男 性 と長 い 間交 際

を続 けて いた 。 彼 に は前 科 か あ り， ア

ル コ ール 中 毒 者 で 女 性 に対 して は 無礼

に振 舞 い， 性 格 は粗 野 て 下 品 で性 病 に

悩 ま され て い た 。 彼 女 の 女友 達 や 家族

は彼 女 が この よ うな 男 性 とデ ー トして

い る こ と を知 って 驚 き， 彼女 に カ ウ ン

セ ラー と相 談 す る よ う に と提 案 した の

て あ っ た。 「彼 を 愛 して い ま す か」 と

尋 ね られ て 彼 女 はす ぐさま答 え た 。

「い い え
， 全然 。」

「で は あな た は彼 に好 意 を持 って い る

ので す か 。」 彼 女 は答 え た， 「い い え，

私 は彼 か こわ い ん で す 。」 「な せ彼 とデ

ー トを 続 けて い きた い の か」 と尋 ね ら

れ て ， 彼 女 は弱 々 しい ほ とん ど聞 こえ

ない 声 で 答 え た 。 「で も，他 に だ れ が

私 と デ ー トして くれ るで しょ う」

彼 女 の 自分 自身 に対 す る評 価 は あ ま

りに低 く， 自分 はそ れ 以 上 の もの を受

け る に値 しな い と感 じて い た の で あ

る。 も し もあ なた が 自分 自身 を 「つ ま

らな い者 」 と思 うな らは ， あ な た は，

「つ ま らない 者 」 と知 りあ い デ ー トす

るこ とに な るだ ろ う。 そ して 結 局 は だ

れか 「つ ま らな い 者 」 と結 婚 を し， し

は しば あ なた 自身 に と って もま た子 供

た ち に とって も悲 惨 な 結 果 を 招 くの で

あ る。

私 達 の 自己 評 価 は， 決 定 を した り，

しよ う とす る時 に選 ん だ りす る時 ， ま

た誘 惑 に抵 抗 しよ うとす る時 に 大 きな

役 割 を果 たす 。 若 い人 々か 麻 薬 や アル

コー ル な ど， か らだ を む しは む もの に

ふ け る １つ の大 き な理 由 は， 彼 らか 所

属 す るグ ル ー プの 影 響 を 無 視 で きな い

た め だ とあ る調 査 の結 果 は 示 し て い

る。

ある十代の末 日聖徒の少年は，麻薬

の使用を次のように言 って正当化 して

いる。 「でも，薬を飲むのが悪いなど

と知恵の言葉にはないですよ」すこし

たってから彼はアルコール飲料 もしば

しは口に していたことを告白し，彼は

それを正当化するためにやはり他の口

実を使った。

私達はそれがどんなに反社会的であ

り自分の害になろうとも，つねに正当

化する口実を見つけるものてある。麻

薬や ヒノピーの生活に入った多 くの若

者は自分を見失い，そのグループの人

々か彼らをありのままに受け入れて く

れることに満足するのである。そこに

は批判も罰則も何 もな く，髪はのび放

題にし，衣服はきたなく，体は不潔でに

おいが しても気にすることはないのて

ある。彼 らの行動，セ ソクス，麻薬に

対 して何 ら批判はなされす，彼 らは全
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なのである。それは拘束的な生活であ

って，自由はないのである。彼らの考

える自由はただの錯覚で しかない。

残念ながら自信に欠けている自分自

身を愛 し尊ばない人々は，おうおうに

し無批判，わがままな甘言，安易な道

新 しい生 活 とい う約 束 を か か け て い る

人 々 の誘 惑 に応 じや す い の で あ る。 し

か しそれ は わ なで あ る。 そ の よ うな 人

々 の治 療 に あ た って い る医 者 な らだ れ

もが 知 っ てい る よ うに， そ れ は 多 くの

人 に とっ て霊 の死 を， また 若 干 の 人 々

に と って は 肉体 の 死 を もた らす の て あ

る。

第 ３番 目の大 き な た め し， あ るい は

チ ャ レ ンジ は， 他 の人 々 と 「交 わ る」

方法 を学 ば ね は な らな い こ とで あ る。

これ に は両 親 とか兄 弟 姉 妹 ， 結 婚 す る

相 手 ，共 に働 く人 々， 目上 の入 ， 私 達

の 管理 す る人 々， 同 じ地 域 の人 々， 私

達 の 属 して い る社 交 グ ル ー プ の人 々 な

どが 含 ま れ る。 他 の人 々 とど の よ うに

交 わ るか を知 る こ とは， 私 達 に与 え ら

れ て い る こ とで最 も大 切 な こ とか も し

れ な い 。 これ は どの よ うに愛 す るか ，

ま た どの よ うにす れ ば み ん な に愛 され
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るか ということをも含んているのであ

る。 もし私達かこれを効果的になす方

法を知るなら，私達は幾多の社会的な

そして感情的な必要を満たすことにな

るだろう。 もし私達が他人との交わり
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に失敗するな らば，私達の社会的，感

情的，霊的な進歩は妨げられ るだ ろ

う。

最近， ５年前に夫を亡 くしたある １

人の婦人の葬式か行なわれた。その婦

人をたたえる美 しい感動的な話がされ

た時，彼女の７人の子供たちは一緒に

泣いた。 ２日後に，空家になった彼女

の家に子供たちが集まり，彼女の遺産

をどう分配するかを話 し合った。 ２人

の娘がおそらく１０ドル位 と思われるす

りきれたソファーをだれが もらうかて

議論を始あた。お互いの侮辱は遂には

けんかにまでなった。母親の遺産の分

割は，子供達 として過去に彼 らが経験

することのなかった争いをひき起 こし

たのてある。

またある婦人は，彼双と接するすべ

ての人々を元気つけるのである。彼女

は人々の人格を高め，最善を尽 くさせ

才能を発揮させる特別な賜物を持って

いて，だれ もか満たされ，報われた気

持で彼女のもとを去るのである。言 う
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までもな く彼女は多 くの友入があり，

また多 くの人々に愛されている。彼女

は人々と交わることにおいて特別な才

能を伸ばしたのである。

最後の仕事またはためしは，人間の

欲望を抑えることである。時々心理学

者達は，本能あるいは私達の衝動的な

分別のない性質を引きあいに出 してい

る。あらゆる人は内部のこの 「虎」を

静めるために戦っているのてある。そ

れは性欲 とか侵略，貧欲などのような

人間の根本的な本能 と肉欲から生 じる

激情 と欲望をも含んている。それには

またアルコールとか麻薬 も含まれうる

のである。もしもこれらの激情か鎮め

られて抑制されるならは，人の理性あ

る霊的な性格（自我）かその人の行ない

を決めることかてきるのである。反対

にもし激情かその人を支配 す る な ら

は，人は破滅 し，家族間のつなかり，

あるいはその人の将来の大望は破壊 さ

れて しまうであろう。そして彼の生涯

は全 くだめになって しまうのてある。

これは例外なくすへての人に課せら

れている永遠の戦いである。たとえは

私の知っているある２０歳の少年はヘロ

イン常用者 となり，遅すきたのではあ

るが，涙を流 しなから自分は自由意志

を失ってしまったと嘆いたのである。

塁彼は薬かうまいと感 じるのではなくた

だひとい苦痛を除 くために常用 したの

それはまた別の苦 しみを生
韓
豊んだのである。

１ 性欲はふさわしい場にあっては健全
竃
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ゐ も み し 　　 ぶ も ル

な蕊，麟灘鵡ふ ＿ 菰㍗・梅で

なものであり，良き結婚のきずなでは

あるが， もし卑 しくされ誤用されるな

らは，人を破壊 し腐敗させる可能性か

ある。侵略，怒 り，敵意などもまた人

を破壊するものであり，一瞬のうちに

人生の大望を打ち砕くものである。 し

か しもしそれらか適切に他の方向に向

けられるならは，勝負を争うスポーツ

や事業，ユーモア，あるいは芸術や音

楽にまで及ぶのである。

もし私達が私達の仕事をなし遂けよ

うとすれは，すなわち４つのエベレス

トに登らねはならないとすれば， 「そ

こにあるから」すなわちチャレンジが

あるか らというだけでな く，それ以上

の理由がなけれはならない。長年にわ

たって目先の満足を求めそれらに動か

されている人は，後で神聖な理由を知

りたいと思 うようになるのである。最

終的な目標，目的かなけれ ば な らな

い。私はその目標とは，いつの日か来

世て，愛 と慈悲が広まる時に，義人の

社会に住む望みであると信 じている。

たぶん私達はそこで，世にある悪のた

めに生活か閉ざされ，暗黒の君に誤ま

り導かれてつまついている人々を助け

ることかできるかもしれな い の て あ

る。

私達か １人だけであったら天国は楽

しいところではないと私は思 う。私達

かこの地上で進歩てきるのは，信仰と

愛同様 に強 さ，勇気，克己を通 してで

ある。ま。た同しような喜ひを経験する

ように，力の足 りない人，心の弱 くな

っている人，悲 しんでいる人，慰めと

希望を必要 としている人々を祝福する

能力を もこの地上で見出すことかでき

るのである。私達はこの世にあっても

また来世で も私達の兄弟の番人なので

ある。
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男の人 でも女 の人で も， あるいは子供に

で も十代 の若者 にでも尋 ねて下 さい。 テキ

ス トを見 ないで教 える教師 に好感を持つ と

い う答 えが １００パ ーセ ン トを 占めることで

しょう。教師が大部分の時問を テキ ス トに

目を向けて レッス ンす るのでな く， クラス

の生徒 たちとの 目と目のふれあいで進め る

という， そのような方法の絶対的な価値は

成長 と福音 を教 える上での効果 との点か ら

は測 りが たいものです。

あなたが非常 に楽 し くつ どって きた クラ

スの教師 とは， おそら くテキス トを クラス

の前 で目に見 えるようにしては使わない人

主婦であ り母親である ラスムーゼ ン姉妹

は，神権教師養成委員会の委員であ り，初

等協会中央管理会会員である。彼女 は１９６８

年 ブ リガム ・ヤ ング大学 で教 育心理学 の博

士号を受けた。 現在彼女 は家族 と共 に， プ

ロボの シャロン東ズテーキ部 プ リーザン ト

・ビュー第ニワー ド部 に所属 して いる。

々で しょう。 このよ うな教師 が個人 的な思

いや りや熱意 ，ほかでは得 られない主題の

把握力 を持 っている ことはす ぐにわか りま

す。

テキス トを持 って レッス ンを行 な う教師

に クラスの生徒 がどんな反応 を示すか につ

いて注 目すべ き事実 があります。

ある神権者 は，彼 の教師 について次の よ

うに語 りま した。 「彼 は私の よい友だ ちで

す し，模範 となる人です。彼 は長 い間神権

定員 会 とグループで教 えて きました。 しか

し私 は，彼が本 当によ く準備 して レッス ン

に臨んだ らよいのにと思 って います。私は

彼 が開 いたテキス トを手 に してい るのを見

ると，彼 が レッスンを もっと興味あ るもの

に しよ うとい う関心を もっていないのでは

ないか といぶか しく思います 。」

ある扶助協会の姉妹は このよ うに言 って

い ます。 「私た ちの クラスの教 師は， レッ

ス ンの時間中ほ とん どテキス トばか り読 ん

でいます。そ して彼女はその ことを 「私 が

それを話すよ りも著者が述べてい ることの

方が もっとわか りやすいで しょう』 と言 い

わけす るのです。」 神 は暖かい 人 間味 ある

声 と親 しげなまなざ しを した教師 を備 え ら

れま した。そ して人 が，物言 わぬ 印刷物 を

作 り出 したのです。

あ る１５歳の少年 は次のよ うに述べ ていま

す。 「ぼ くは 日曜学校 の クラスには出席 し

ません。開会行 事のあ と帰 ります。 だって

レッス ンか ら学ぶ ことがなにもないんだも

の。ぼ くた ちの先生 は顔 の前 にテキス トを

おいて，まるでぼ くたちに質 問されるのを

恐 れているみたいなんです 。」

ある ７歳 の子供 は こう言 って います。

「私 は先生 が本 を読 んでいる時静か にす る

よ うに しているの。 でも， ほかの子 はそ う

しないの。す ると先生 はその子た ちを ホー

ルに出 して しまうの よ。」

この ような批判は幾度 も繰返 されてきま

した。教会の クラスに出席 す る人 た ちは，

教師 との 目と目のふれあいを望 んでお り，
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期待 してい るのです。

目と目のふれあいで教 える準備 をす るた

め に，教師は概念 と福音 の原則 が一致 し，

また相互に関係 し合 っているのはど こか を

よ く祈 り，よ く考 えてテキス トを勉強 しな

ければな りません。 しか し，教師 は クラス

で教 えは じめる時には，目と目のふれ あい

で概念を伝えるべ きです。 この ことは レッ

冬 ンにあま り関係 のない個人的 な経験 を話

し合 うとい う意味 ではな く，その レッスン

教材を教え るために教師 が自分 自身 を備 え

ることを意 味 しています。

今 は，人 と人の意 志の疎通 につ いて関心

の持 たれている時代 です。 十分 に準備 し，

教室でテキス トに頼 らない教師 は， どんな

メッセー ジを クラスの生徒 たちに伝 えるこ

とができるで しょうか。 そのよ うな教師 は

生徒 に次のよ うな印象を与えます。

よ く準備 している。

自信があ る。

生徒 の意見を聞 く用 意がで きている。

生徒に関心を持 っている。

教材 に熟知 してい る。

生徒 と一緒に学びたい と思 っている。

喜んで生徒の手助けを したい と思 って

い る。

福音 を教 えることに献身 している。

毎 日の生活の中で，ほ とん どの人 々が友

達や その他交際 してい る人 々と直接に 目と

目のふれ あいを持 っています。 目と目のふ

れ あいによって彼 らは，．自分た ちの存在 を

認 める他人がい ることを，そ してその人々

が彼 ら自身 に， また彼 らの感情や意見に関

心 を持 って いて くれ るのだ とい うことを確

認す るのです。

教室以外の ところで もまた同 じよ うに 目

と目で教 えることは大切です。多 くの両親

たちは，家庭のタベを行な う際 に，テキス

トに全 く頼 ってす ぐそれを持 ち出 し，文字

通 りにそれ に従 うことは最 も効果の薄い方

法だ とい うことに気づいています。 十分 な

準備 を した上で， 目と目のふれあいで意志

の疎通 を図 ることが絶対 に必要なのです。

この 目と目で教え るとい う考 え方は 目新

しいもので はあ りません。救い主は このよ

うな方法，すなわ ち，弟 子た ちをそばに引

き寄せて， 目と目でまた心 と心で話 され，
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教 えられま した。 この神権時代 の１９０２年頃

にも，教会の教 師たちは生徒 に手 を伸 ば し

教 えることがで きるよ うに，テキス トをみ

な いで レッス ンを行な うよ う忠告が与え ら

れ ました。 （チル ドレンズ ・フレン ド

第 １巻， Ｐ．１８８）

何千人 もの献身的な教師たちが目 と目で

教 える方法 を用いています。 これ らの教師

た ちは，その ことについて何 と言 っている

で しょうか。

ある教師 は次の ように書いてい濠す。

「私 は，ず っと以前か ら目と目を合わせて

教 えたい と思 っていま した。私がその方法

を用いて以来，私の クラスの生徒 は私 が受

けて いると同 じ くらい恵みを受 け て い ま

す。私 はきょう，．ひとりの少女か ら， レッ

ス ンが とて も楽 しか ったので この次には彼

女 の親友 も連れて くるという言葉を聞いた

時，本当 に，報われた ような気 が し ま し

た 。」

また，他 の教師 は次 のように言 って いま

す。 「私 はもっと創造的で， もっとよ く準

備 する時 間を持つべ きだとい うことが わか

りま した。終 りの ベルが鳴 って，最 も扱い

に くい子供 のひと りが， 「家へ帰 るベルが

鳴 らないといいの に。 きょ うは レッスンの

終 るのが はやす ぎるよ』 と言 った時，私 は

本 当に報 われた と感 じま した。」

あるア ロン神 権 の教師 は次の ように語 り．

ま した。 「それを実行す る ことは，私が思

っていたほどむ ずか しくはあ りませんで し

た。少年 たちは注意 を払 い， レッス ンに引

き込まれ るよ うにな ったのです。以前，私

は非常 に神経質 だった ので，安心感 を得 る

ためにテキス トに頼 っていたのだと思 いま

す 。」

目と目で教 えることは，すべての年代，

すべての グループに必要 とされて います。

多 くのお となはよ く聞 いて くれ るし，退屈

な教 師癒 クラスにも毎週来て くれ るふ も し

れ ませんが，彼 らが レッス ンに引 き込 まれ

る時，も っとそれ以．ヒの何か を得 るように

なるで しょう。

目と目で教 える方法が明 らか に益が ある

に もかかわ らず，教師 の中にはまだ反対 し

て いる人 々もいます。 ある教師は， 自分は

も う十分 によい教師で あると思 ってい るし

そのよ うな．チャ レンジによ って 自分 の 自由

意志が取 り去 られ るよ うな気がする と言 っ

て います。

また他 の教師 は， ク ラスにテキス トを持

って来 る代わ りに， ノー トを とるな ど時間

の浪費 であると考 えて います。 しか しなが

ら，彼女 は話 し手が考 えを順次思い起 こす

手 だて として ノー トを用い ることは，よ り

効果的 であるとい うことには同意 してい る

のです。

目と目で教 える方法 に反対 してい る多 く

の教師 たちは， それ を決 してや ってみよ う

とはせ ず，それは効果 的で はない とか，い

つ もの 自分 たちの方法 よ り良 いものではな

い ときめつ けて います。 ある者 はそれをい

やいやなが ら試 みるか もしれませ ん。 そ し

てそれが失敗 した時， やは り自分 たちの思

っていた ことが正 しか ったのだと喜 びを感

ず るのです。

教師が奇妙な声や印象的な方法 でテキス

トを読んで クラスの注意をひ きとめて レッ

スンの全部か，ほ とん どを行 な うことがで

きるというのは ご くまれです。 しか しなが

ら，教師 は自分がそれ らのす ぐれた特性 を

持 った人間であ ると考え る前に，テキス ト

を手に して行な ってい る自分の レ ッス ンに

対 して正 当な評価を受け るために匿名の ア

ンケー ト用紙 を自分の クラスにあえて配 る

意志が あるか どうかを 自分 自身に問 う．てみ

て下 さい。

テキス トを読むのが良い とき も あ り ま

す。 それ は，聖典の参照すべ き箇所や引用

す るのが特別 に効果的な短い挿話 や抜粋の

場 合です。 しか し，教師は全部の レッスン

をこの ような方法で教 えることがで きると

いう安易 な考 え方に注意すべ きです。

どの ように した ら目と目で教え始め られ

るで しょうか。教師が古い楽な習慣を捨 て

ることです。 しか しそれ も非常な努力を要

します。 テキス トを持たないで教 えるため

には努力が要求 され， もっと多 くの勉強 と

準備が要求 され ます。 しか し，福 音を もっ

と効果的 に教 えることによ って，主 に仕え

るなら，心 に平安 と満足が もた らされる こ

とで しょう。
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キシコで ２年間働 くことになったのを

知った時に，どんなに失望 したかを思

い出した。彼は本当にがっか りしたの

であった。伝道の召 しを心待ちにしな

がら，彼は赤道下の遠 く離れた美 しい

地や，先祖の地であるヨーロッパの国

々，そして異国風な南アメリカの地を

歩いているのを想像 し，夢見ていたの

である。 しかし彼は近 くの州へ行 くこ

とになったのである。 カールは喜びの

気持でその召 しを受け入れようとした

が， ３００人位の他の長老や姉妹たちと

共に証会に出席 し，大好きな讃美歌を

歌 うまで気持は晴れなかった。カール

は １番の ２節の歌詞が自分自身に直接

訴えかけているように思 った。

「山の上や荒れる 海を越えゆき

また戦の場にも 主は召したまわん

わが知らぬ道へと呼ぶ声小 さくも

主により答えつつ

みむねのまま行かん

主よ，みむねのまま行かん

海，山，野を越え

主よ，みむねのまま言わん

みむねに添いまさん」

（末日聖徒讃美歌 １００番）

カールが謙遜な気持で宣教師の仕事

を始めるやいなや，彼はニユーメキシ

コの地は彼が考えていたものとははる
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か に異 な り， 岩 肌 が ゴ ツ ゴ ツ して い る

様 子 を除 いて は外 国 で あ る の を 知 っ

た。 人 々 の習 慣 や 行 ない は広 い 大 洋 を

横 切 っ た他 の国 々 と同 様 に 目新 しい も

の で あ っ た。

さ らに そ の 国 の人 々 は， カ ール とそ

の メ ッセ ー ジが 奇 妙 で あ る ばか りで な

く， 好 ま しい もの で は な い と考 え た よ

うで あ っ た。 カール と同 僚 は憤 りをか

い， 軽 べ つ され た。 戸 は ぴ っ た りと閉

ざ され， 若 い ２人 に と っ て， 一 番 つ ら

い こ とは， 人 々 が彼 ら自身 や その メ ッ

セ ー ジ に対 して少 しの興 味 も示 さ ない

こ とで あ った。 ゆ っ く りと一 週 間 が 過

ぎ， や が て数 か月 が 過 ぎ去 っ た。 カ ー

ル と彼 の 同僚 た ち は， 伝 え た い と心 か

ら望 ん で い た福 音 の メ ッセ ー ジ を聞 き

入 れ よ う とす る人 を一 度 も見 つ け る こ

とが で き な か っ た。 あ と ２か 月 た らず

で解 任 とい うあ る 日の午 後 ， 彼 は ガ ソ

リンス タ ン ドへ行 った。 １人 の男 が き

び きび した 態度 で窓 を洗 っ て い る時 に

カ ール は疲 れ切 った声 で尋 ね た。 「モ

ル モ ンに つ い て 何 か 知 って い ます か」

背 の低 い色 黒 の そ の 男 は笑 顔 を浮 か べ

て 答 えた 。 「ほ ん の少 しだ けね 。」 カ ー

ル は続 けた 。 「も っ と知 りた い と思 い

ます か 。」 そ の 男 は人 の 良 さそ うな様

子 で うな ず きな が ら言 った 。 「え え ，

、

ぜ ひ と も。」

カ ール ・イ ース トン長老 は は じめ か ら

明 るい 小 さな 男 を す っか り好 きに な っ

た。 彼 の 名 はデ ィエ ゴ ・サ ンチ ェズ と

い っ た。 独 身 の デ ィエ ゴは 一 人住 ま い

で ， 乱 雑 な， それ で い て 清潔 な感 じの

す る家 に長 老 た ちを 招 き，喜 ん で メ ッ

セ ー ジ を聞 い た。 しか しな が らそ の 小

さ な男 は福 音 を 受 け入 れ た 人 々 の 標準

が ど の よ うな もの か を 言 わ れ た 時 に笑

って 言 っ た。 「そ んな に多 くの もの を

棄 て られ ませ ん よ 。」 彼 は しば しば手

で示 しなが ら言 った 。 「パ イプ や 酒 ，

それ はみ な私 の宗 教 で す 。」 カ ール は

再 び彼 に とって 非 常 に意 味深 い讃 美歌

を思 い 出 した。 そ の一 節 は こ うで あ っ

た。

「主 に よ り語 る とき

愛 を語 り得 ん

罪 の道 に

さ ま よ う人 を探 し得 ん」

カ ール は大 き な忍 耐 を もって ， デ ィエ

ゴ ・サ ンチ ェ ズが 厳 しい 福 音 の 標 準 に

従 う こ とは で き な い と言 い は って もな

お あ き らめず に， 彼 の家 を 訪 問 し続 け

た 。

カ ール は伝 道 の終 わ る一 週 間前 に， デ

ィエ ゴの生 活 を そ の時 か ら全 く変 えて

しま う， バ プ テ ス マ を施 す こ とが で き



ｆ

た 。 そ れ は ２年 間 の働 きに お け る ただ

１つ の バ プ テ ス マで あ った 。

何 年 もカ ール ・イ ース トンは過 去 を悲

しい気 持 で ふ りか え り， 伝道 の仕 事 が

不 十 分 で あ った と感 じた 。確 か に そ れ

は失 敗 だ っ た よ う に思 えた 。

それ か ら ９年 近 くナこって か ら彼 は仕

事 の た め に， 彼 が か って ２年 間 を 費 し

た地 域 を旅 行 す る こ と に な った 。 彼 は

デ ィエ ゴ ・サ ン チ ェ ズ に手 紙 を書 くと

す ぐ さま彼 か ら愛 に満 ち た返 事 が 返 っ

て き た。 デ ィエ ゴ は， 今 や支 部 長 で あ

り，彼 が訪 問す る 日に聖 餐 会 で 話 を し

て くれ る よ うに と頼 んで き た。

カ ール が そ の地 域 で働 い て い た頃 に は

そ の 小 さな 町 に 支部 は な か っ た ので あ

る。 しか し彼 は 容 易 に支 部 の場 所 を見

つ け る こ とが で きた 。

彼 は きた な い綿 の 木 が ，車 の駐 車 し

て い るば ら色 の レ ンガ の 建物 の方 に並

んで の び て い る通 りを 自動車 を走 らせ

た。 彼 が 車 の ドアを 閉 め るや い な や 陽

気 な叫 び 声 が 聞 こえた 。 「長 老 ， イ ー

ス トン長 老 。」 デ ィエ ゴ ・サ ンチ ュズ

は急 い で彼 の と ころ に走 って き た。

カ ール は デ ィエ ゴ が ほ とん ど年 を と っ

て い な い と感 じた。 い くらか黒 い髪 の

毛 が 薄 くな った こ と と腰 の ま わ りが わ

ず か に太 った こ とを 除 い て， 彼 は以 前

’

と全 く同 じ， 陽 気 な カー ル の友 達 デ ィ

エ ゴで あ った。 カ ール は手 を さ しの べ

た が ， デ ィエ ゴは そ れ を無 視 して両 腕

を 彼 の ま わ り にま わ して 叫 ん だ。 「イ

ース トン長 老」 そ して背 の高 い カール

の 肩 を た た きな が ら言 った。 「よ く来

て くれ ま した 。」 恥 らい もな く涙 が デ

ィエ ゴの 褐 色 の ほ ほ を ぬ ら した。 「こ

っ ち に来 て 下 さい 。 会 って も らい た い

人 が た くさん い ま す 。」

カール の 腕 を 堅 く握 り しめ ， 胸 を と き

めか せ なが ら デ ィエ ゴ は カ ール を 建物

の階 段 の とこ ろ に立 って い る人 々の と

ころへ 連 れ て い っ た。

「イ ー ス トン長 老 」 デ ィエ ゴ は顔 を 輝

かせ ， ほ っそ り した とて も美 しい 女 性

の手 を 引 い て言 っ た。 「これ は私 の 妻

の ジ ュア ニ タです 。 彼 女 は扶 助 協 会 の

会長 で す。 そ して この人 た ち は … …」

彼 は カ ール を前 へ 引 っぱ っ た， 「私 の

両親 の サ ンチ ェズ兄 弟 姉 妹 です 。 そ し

て ， 私 の い と この ペ ドロ， ガ イ； ロメ

ロ， 彼 ら はみ ん な 長老 で す 。 そ れ に執

事 の エ ドワ ー ドで す 。 こ ち らは私 の お

じ とお ば です 。 そ れ か ら… …」

カール は １人 １人 の歓 迎 の握 手 で圧 倒

され た。 デ ィエ ゴ の顔 は喜 び の あ ま り

光 輝 い て い る よ うで あ った 。 全 員 が 教

会 の会 員 で あ る と彼 は言 っ た。

カ ール は だ ん だ ん に， そ こ に い る人 々

はみ な デ ィエ ゴの親 しい友 人 か 親 戚 で

あ る こ とを知 った。 す べ て の人 の紹 介

が 終 わ る と， や っ と カ ール は尋 ね る こ

とが で きた。 「デ ィエ ゴ，この人 た ち は

み な あな た の お か げ で教 会員 に な った
」，㍉演

人 た ちで す か 。」 デ ィエ ゴ は首 を強 く

横 にふ って言 った 。 「い い え ， イ ース

トン長 老 ， 私 の お か げ で は な くて あ な

たの おか げ で す。 福 音 の メ ッセ ージ を

もた ら して くれ た の は あな た で す。 私

が 拒 否 した 時 で も あ き らめ な か った の

は あ な た です 。」

デ ィエ ゴ は カ ール の 腕 を再 び 強 くつ か

ん で言 っ た。 「私 は あな た が 私 に もた

ら した メ ッセ ー ジ を これ ら の入 た ち に

分 け与 え た の です 。」

後 で み ん な の前 に立 ち， 感 謝 と愛 の 気

持 に満 ちて い る多 くの人 々 の顔 を見 て

い る と， カ ール の 目に は涙 が浮 か んで

きた 。伝 道 中 に た った １人 の改 宗 者 し

か 出 せ な か った と思 って い た の が， 今

で は小 さな教 会堂 を 一杯 に して い るの

で あ る。 の ど に こみ あ げ て くる もの を

押 え て， カ ール は彼 ら に， 大好 きな讃

美 歌 の最 後 の 節 を 引 用 した 。

「主 に導 か れ な ば
， 道 は くら くと も

よ き お とず れ を 響 か せ ん

み 心 の ま まに」

２７３、



日 本 伝 道 部

１９７１年 ８月 １ 日

宇都宮支部の会員達 にとっては，忘れ得ぬ日となったこ

とで しょう。彼 らは宇都宮伝道地が支部 となる日を一年以

上 も待ち望んできました。伝道部長会及び地方部長会は宇

都宮を訪れ，彼らの活動を見，支部になる日の事を考えて

きました。

その日の朝は， メルケぜデク神権者達の面接がなされま

した。聖餐会が始まった時，各会員はそれぞれの場に席を

しめ，各々の顔には教会の成長を反映するかのよ うな輝き

と支部になる緊張感に満ちていました。

新 らしい支部長会が支持された時，聖徒達の幾人かの目

には涙が光っていました。証会では，会員達 は支部になっ

たことの祝福を感謝 し，新らしい支部長会を喜んで支持す

ること，また，栃木県に多 くの支部やワー ド部ができる日

を待ち望んでいることを証 して下さいま した。

支 部 長

第一副支部長

書 記 補 助

中 田 嘉 之

小 田 進

三 森 武 雄

・・騨

論懸羅
穐蟻 齢 ・ む ・・

難

魑

扶 助 協 会 会長

Ｍ ＩＡＹＭ 会長

Ｍ ＩＡＹＷ 会長

田 中 早 苗

三 森 武 雄

大 貫 規 子

宇 都 宮 の地 ， そ こ に住 む 人 々の 上 に， そ こに 住 む モ ル モ

ン開 拓 者 の上 に主 の豊 か な 御 手 が さ しの べ られ 聖徒 達 の望

みが 成 就 す る 日が 一 日 もはや くや って くるよ うに， 共 に が

ん ば ろ うと い う気 持 で い っぱ い で す 。 ま た ，宇 都 宮 に続 く

多 くの新 ら し く生 ま れ る支部 に つ い て ，続 々 と御 紹 介 で き

ます 事 を 期 待 しま す 。

弔

２７４



日本中央伝道部

ス テ ー キ 部 へ の 第 一・歩

・騰 １

糧難翫
（近畿四国地方部大会で大神権の支持を受ける兄弟達）

７月 １日よ り， 日本 中央伝道部 に新 しい歴史の一ペ ージが開かれ ました。清水伝 道部長 が赴

任 されてすでに一 か月 ，生後 ２か月 の赤 ち ゃん と，活発な， ２人の男の子をつれた伝 道部長 の

一家 にとって， ７月 １日か ら８月 １日にか けての ４週間つづ きの地方部大会 はとて もきつい ス

ケジ ュールで したが，子供達 は， とて も可愛 い く，会員達 の人気 の的 で した。 ４回 に亙 る会員

達 の参 加人員 は １，２０７名を数 え，２９名の大神権者 が誕生 しま した。

１０年前 に，西 中央地方部長 であ った伝道部長 は，阿倍野支部，岡町支部 に集 まった多 くの会

員達 と始 めて見 る立派 な建物 を見 て，神様 の祝福 の素晴 しさ，福音の偉大 さに感無 量の面持 ち

で， この世 に於 ては，福音 よ りも大切 なものは何一つな い， この福音 をすべての人 々に伝 え る

のが，宣教師及び，会員 の責任 であ ると云 われ， ２年後 には この大阪 の地 に必ず ステーキ部が

ある と信 ず ると力強 く証 を され ま した。 こう して， この大阪の地 にステーキ部を建設 すべ く，

その第一歩 をふみだ した のです。

（西 宮 支部 ロ ー ドシ ョウ） （高知支部 コー ラス）

２７５



日 本 東 伝 道 部

ユ ー ス コ ン フ ァ レ ン ス

「あ な た は何 を し てい る時 が 一 番 楽 しい で す か ？」 と問 う

時 ， 多 くの若 者 はた め らい ます 。 しか し末 日聖 徒 の若 者達 は

は っき り と即 答 出来 ます 。

「沢 山 の人 々が 共 に神 の 計 画 され た プ ログ ラ ムを遂 行 す る

時 で す」 と。

【バ レー ボ ール ：】

「友 よ大 地 に 明 日 を築 こ う
」

こ の テ ー マ の もと に北 は釧 路 か ら南 は郡 山迄 ，総 勢 ２２０余

名 の若 人 が ， 大 自然 札 幌 の地 に集 い ， 日本 東 伝 道 部 初 め て の

ユ ー ス コ ンフ ァ レ ンス を開 き ま した。

電 光 掲 示 板 を 見 守 る選 手 も， 応 援 団 も一 体 とな っ て

白熱 した ゲ ー ム に参 加 しま した 。 力 強 い 若 さを ぶ っつ け 合 う兄 弟， 姉 妹

達 の ス ポ ー ツ マ ンシ ップ とチ ー ム ワ ー ク。 未 来 の モ ル モ ンを背 負 って立

つ姿 が感 じ と られ る ので す 。

【ガ ー デ ンパ ー テ ィ〕 札 幌 支 部 へ の 移 動 は 貸 切 電 車 で や りま した。 貸

切 バ ス は知 って い ま したが ， 貸 切 電 車 は初 めて 。

涼 風 が運 ぶ澄 み き っ た オ ゾ ンと， 柔 か い 芝 生 の 上 で 庭 に備 え られ た大

テ ー ブ ル に うず 高 く積 まれ た ， バ ナ ナ， パ イ ン， メ ロ ン， ス イ カ， 牛 乳

鶏 の丸 焼 ， パ ン， サ ラダ等 の味 覚 を 腹 一 杯 食 べ ， 各地 の 兄 弟， 姉 妹 と和

や か に語 らい友 情 を は ぐ くむ 様 子 は， ま さ に モル モ ン大 家族 の 風情 な の

で す。

【演 劇 祭 】 東 北 地 方 部 は阿 部 順 夫 兄 弟 演 出 の も と に 「さ っぱ 夜話 」 ，

北 海 道 地 方 部 は新 江 一 夫 兄 弟 演 出 の 「夕 鶴 」 が 披 露 され ま した が ， い ず

れ の ス タ ッ フ もキ ャス トも名 演 技 で ， 拍 手 の波 と歓 声 が 絶 え ませ ん 。

【ゼ ミナ ール】 北 海 道 ， 東 北 抜 葦 の教 師 の もと に， 次 の 六 つ の テ ーマ

に 分級 し， 福 音 を研 究 し意 見 を述 べ る の です 。

「偽 善 とは何 か
」 「不 一致 を どの よ う に解決 出来 るか」 「学 問 と信 仰 を

どの よ う に関連 づ け る か」 「人 間 は過 去 を ど の よ うに変 え る こ とが 出

来 るか」 「福 音 研 究 」 「職 業 選 択 を ど の よ うに考 え るべ きか 」

どの ク ラス で も活 発 な， 真 剣 な討 論 が な さ れ ま した。 末 日聖 徒 の 若 人 と

して何 を な す べ きか を再 確 認 し合 い， 励 ま し証 詞 を強 め ま した。

【ハ イ キ ング】 好 きな友 達 と好 き な コー スで ， 共 通 な想 い と， 共 通 の

弁 当 を 持 ち，札 幌 の 大 自然 に親 しむ私 達 。 避 暑 地 北 海 道 の景 観 は， 旅 情

と， ロ マ ンの ム ーデ ィ トー ンの シ ンフ ォニ ー をか なで られ るの で す 。

【ダ ンス パ ーテ ィコ ハ イ キ ング か ら部 屋 に戻 る と， あ の リュ ックの ど

こ にあ った の だ ろ う。 立 派 な ブ レザ ー， 男 性 化 粧 品 の臭 いの 中 に次 々 と

誕生 す る紳 士， 綺 麗 な洋 服 で身 仕 度 す る淑 女諸 君 。

理 美 容 セ ン タ ーの大 講 堂 に響 く小 樽 支 部 の サ ウ ン ド に 乗 っ て ， 赤 ，

緑 ，黄 の ライ トの走 る中 を若 人 は踊 る。 今 宵 こ そ， 若 人 の祭 典 な の だ 。

【証詞 会】 真 実 に満 ち た証 詞 の数 々 は， 参 加 者 一 人 一 人 に勇 気 づ け励

ま す霊 感 あ ふ れ る もの ば か り， 誰 もが それ ぞれ の支 部 ， 伝 道 所 に戻 って

頑 張 るぞ ， とい う誓 い を新 た にす る の で した。

主 の 山 に登 るべ き者 は誰 か。

そ の聖 所 に立 つ べ き者 は誰 か。

手 が清 く心 の い さ ぎ良 い者 。

そ の魂 が む な しい事 に望 み を か け な い者 。

偽 って 誓 わ な い者 こそ， そ の人 で あ る。

（詩 篇 ２４篇 ３～ ４節 ）

兄 弟 ， 姉 妹 諸 君 ／

来 年 は仙 台 で ， 又翌 年 も翌 年 もユ ース コ ン フ ァ レ ンスで 会 え る ので

す 。 文 通 で 話 せ るの で す。 さざ な み で紹 介 で きる の です 。 末 日聖 徒 の

若 人 は永 年 の友 で す 。

（バ レー ボー ル試 合 ，

ま した）

この 日の た め に ３キ ロ もや せ

（楽 しい食事風 景，伝道部長 の腕 は確かか な ？）

・・影タ 『

（バ イ キ ング デ ィナ ー）

〆≦ 驚

餐

灘

（小樽支部の応 援団，応援の甲斐はあ りま したか ？）

２７６



Ｌ

西部伝道部のペー ジ

第 一・回 ユ ー ス コ ン フ ァレ ン ス 開 か る

希望をふくらませ，準備を終えて，開会式 まであと三日と

迫 った日，南海上に発生 した台風１９号は北上 し，沖縄九州に

その進路を向けていた。沖縄地方部の兄弟姉妹はいち早 く８

月 ２日に鹿児島行きの船に乗 り，台風との競争を始めた。 し

か し中心付近の最大風速５０メー トルというこの大型台風はや

がてその船を奄美大島付近で捕え，北上 し九州に上陸した。

鹿児島，宮崎，大分の南九州の会員達，中国地方部の会員達

も列車がス トップし，駅のベンチで一夜を過ごさなければな

らなかった。参加申し込み ３００人を得た第一回ユースコンフ

ァレンスも開会式に参加できたのは僅か半数，さきゆきが案

じられた。

しかし，僅かながらも開会式での力強い行進に，それが杞

憂であり，西部伝道部を支える若人の力は逆境をはね返 して

余りあることを示 した。第二 日の８月 ６日には開通になった

日豊線，一部開通の鹿児島線を利用 して，続 々と到着し，つ

いに同日深夜に沖縄地方部の若入が到着 した。彼らは８月 ２

日より，船に乗 ること７０時間，鹿児島よりバスで１３時間，荒

波にもまれる船から上陸することもできず，屋根から地面に

叩きつけられるほどの船のゆれにもめげず元気な顔を見せて

到着した。
「愛と一致」 というテーマのもとにまさしく逆境変 じて喜

びとする所に，愛が生まれ，福音における一致が 確 立 され

た。そ して最終日は全員が揃 ってスポーツに，ダンスに若人

の力をぶつけ，共に笑い，喜んだのである。

翌 日は，安息日朝 ８時よりの証会に ４６０人 という会員がつ

めかけ，力強い証が聞かれた。沖縄地方部のある中学生の兄

弟の証を紹介 しよう。 「僕はユースコンファレンスが開かれ

ることを聞いた時，す ぐに参加 しようと決心しました。 しか

し費用は自分で作 らなければなりませんで した。そこで毎朝

、５時に起きて新聞配達をすることにしました。それまでわが

ままだった僕がお父さんお母さんのいいつけを聞 くようにな

り，弟や妹にも親切にするようになりました。そして毎月 も

らう給料の中か ら初めて両親に贈 り物を して，親孝行をする

ことができました。僕は台風のためにたった一日しか参加で

きませんでしたけれども，自分で働いて来たことを誇 りに思

っています し，とて もうれ しい気持が しています……」

またある姉妹は， 「船に７０時間 も，それに台風で荒れてい

る海の上で過す ことはとても考えられないことで した。普通

ですと，ほとんどの人が重病人になるところで した。でも不

思議でした。私たちは船の中で福音を勉強 し，モルモン経を

輪読 し，讃美歌を歌いました。そ して船酔いで衰弱する人は
一人 もいませんでした。神様は私たちを謙遜にするためにこ

の台風を下 さったと感 じています……」

喜びと感謝の涙にくれた５時間半に及ぶ証会が終 った時，

出席 したすべての会員の心には，新たな証と力と勇気を得，

この狭 くて細い道を共に手と手を携えて進 もうという決意が

みなぎっていた。

第 一 回 ユ ー ス ミ ッシ ョナ リー
「すべての教会員は宣教師である」故マッケィ大管長のこ

の戒めの言葉は西部伝道部に住む若人の心にも大きく響き，

プ ロ グ ラ ム

こ こ に第 一 回 ユ ース ミ ッシ ョナ リープ ログ ラ ムが 実 施 さ れ

た。 ユ ー ス コ ン フ ァ レ ンス ， 伝道 部 大 会 を終 え た ８月 ９日，

２３名 の 力 湧 れ る兄 弟 姉 妹 が 朝 ８時 よ りオ リエ ンテ ー シ ョ ンを

受 け た後 ， 伝 道 部 長 会 に よ り任命 され ，希 望 と決 意 に胸 をふ

くら ませ ， 各 支 部 ， 伝 道 地 へ と旅 立 った。

この プ ロ グ ラ ムは ，夏 休 み を 利 用 しあ るい は， 職 場 を休 ん

で ， 専 任 宣 教 師 の 同 僚 とな り，専 任 宣 教 師 と全 く 同 じ生 活

を し， 伝 道 す る プ ログ ラ ムで あ る。 １０日間 の宣 教 師 生 活 を通

じ， さ ら に主 の 業 と真 の福 音 へ の証 を強 め られ た若 人 は，西

部 伝 道 部 の 歴 史 に新 た な ペ ー ジを 加 え た の で あ る。
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